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笠

亭

仙

果

の
江

戸

紀

行

―
―
天
保
三
年

『
ふ
し
ま
ち
の
日
記
』
（解
題

・
翻
刻
）
―
―

石

了

一

は

じ

め

に

文
政
十
二
年
夏
頃
、
書
簡
を
以
て
江
戸
の
柳
亭
種
彦
門
下
と
な

っ
た
高
橋
広
道
こ
と
笠
亭
仙
果
は
、
こ
の
年
二
十
六
歳
で
、
尾
張
熱
田
神
宮

領
の
里
正

（庄
屋
役
）
で
あ

っ
た
。
す
で
に
郷
里
で
五
、
六
部
の
戯
作
を
述
作
刊
行
し
て
い
た
仙
果
だ

っ
た
が
、
こ
の
二
年
後
の
天
保
二
年
正

月
、
合
巻

『
合
物
端
歌
弾
初
』
を
種
彦
の
校
訂
で
鶴
屋
仙
鶴
堂
よ
り
刊
行
し
、
江
戸
戯
作
界
に
初
登
場
す
る
。
以
後
天
保
十
年
ま
で
毎
年
合
巻

を
江
戸
表
で
出
し
続
け
る

一
方
、
す
で
に
国
を
離
れ
て
い
た
父
親
の
放
蕩
が
遠
因
で
生
活
は
困
窮
し
、
四
十

一
歳
の
弘
化
元
年
つ
い
に
破
産
、

熱
田
中
瀬
町
の
生
家
も
す
べ
て
人
手
に
渡
す
。
そ
し
て
翌
々
年
の
同
三
年
二
月
二
十
五
日
、
居
を
江
戸
に
移
す
べ
く
熱
田
を
旅
立
つ
。
仙
果
が

戯
作
者
と
し
て
名
声
を
得
、
師
号
を
嗣
い
で
二
世
柳
亭
種
彦
と
な
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
江
戸
で
生
活
す
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
り
、
黒
川
春
村
か
ら
浅
草
庵
の
狂
歌
号
を
譲
ら
れ
て
四
世
浅
草
庵
を
名
乗
る
の
も
、
江
戸
へ
転
居
し
た
年
の
秋
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

さ
て
郷
里
時
代
の
仙
果
は
、
戯
作
活
動
や
狂
歌
活
動
の
た
め
、
ま
た
生
活
の
糧
を
求
め
て
、
次
の
五
度
に
わ
た

っ
て
江
戸
へ
出
て
い
る
。

一
度
目
　
天
保
三
年
三
月
十
九
日
に
出
発
し
て
五
月
頃
帰
省
。

二
度
目
　
天
保
六
年
春
に
出
発
し
て
六
月
に
帰
着
。
帰
路
は
木
曽
街
道
を
利
用
。

笠
亭
仙
果
の
江
戸
紀
行
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九
二

三
度
目
　
天
保
七
年
四
月
中
旬
に
出
発
し
て
七
月
前
後
の
頃
帰
着
。

四
度
目
　
同
年
九
月
下
旬
に
出
発
し
て
年
内
に
帰
着
。

五
度
目
　
天
保
十
三
年
三
月
八
日
に
出
発
し
て
四
月
十
七
日
帰
着
。
帰
路
直
前
九
日
間
は
ど
栃
木
方
面
へ
旅
行
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
五
度
目
に
つ
い
て
は

『
お
も
ひ
の
ま
ゝ
の
日
記
補
遺
』
な
る
自
筆
の
紀
行
日
記

一
冊
が
残

っ
て
い
る

（「
集
古
」
昭
和
壬

申

∧
七
年
∨

一
２
五
号
、
癸
西

一
・
三

。
四
号
に
翻
刻
が
あ
る
）
。
ま
た
二
度
目
に
際
し
て
は
、
花
山
亭
笑
馬
ら
の
友
人
が
尾
張
で
そ
の
帰

り
を
待
ち
請
け
、
『機
婢
一主欲
東
海
道
中
滑
稽
諄
』
な
る
咄
本
を
刊
行
し
て
い
る
。

以
上
は
、
お
お
む
ね
拙
稿

「
初
代
笠
亭
仙
果
年
譜
稿
」
η
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
十

一
、
二
、
四
―
六
号
）
で
ふ
れ
て
い
る
の
で
、

一
々
典
拠
等
を
示
さ
な
か

っ
た
が
、
四
度
日
の
江
戸
行
の
み
は
そ
の
後
に
知
り
え
た
の
で
、
左
に
記
し
て
お
く
。

田
中
道
麿
編

『
万
葉
東
語
栞
』
の
仙
果
書
写
本

（筑
波
大
学
図
書
館
蔵
）
の
奥
書

に
、
「
右
万
葉
東
語
栞

一
巻
天
保
七
年
季
秋
赴
東
都
之
時

節
／
旅
独
臥
徒
然
之
余
経
数
宿
転
写
之
／
菊
月
念
四
日
　
於
西
坂
駅
中
屋
東
店
下
書
　
広
道
」
と
あ
る
。
熱
田
を
出
た
の
は
九
月
二
十
日
頃
で

あ
ろ
う
か
。
ま
た
仙
果
の
随
筆
雑
著

『
よ
し
な
し
言
』
十
二
編
に
、
「
弘
化
四
と
せ
の
初
春
、
こ
の
江
戸
の
と
し
の
は
じ
め
の
さ
ま
、
お
の
れ

は
じ
め
て
見
る
」
と
あ
る
か
ら
、
四
度
目
も
年
内
に
帰
郷
し
た
に
相
違
な
い
。

『
ふ
し
ま
ち
の
日
記
』
解
題

こ
こ
に
全
文
を
紹
介
す
る

『
ふ
し
ま
ち
の
日
記
』
は
、
右
の
第

一
回
目
江
戸
行
の
往
路
の
日
記
で
、
鈴
木
重
三
氏
の
御
所
蔵
本
で
あ
る
。
氏

が
紹
介
さ
れ
る
の
を
待
ち
焦
が
れ
て
い
た
筆
者
と
し
て
は
、
代
わ

っ
て
翻
刻
せ
よ
と
の
御
下
命
を
望
外

の
喜
び
と
す
る
。
以
下
、
書
誌
と
伝

来
、
内
容
と
そ
の
周
辺
の
順
で
記
す
。

書
誌
と
伝
来
　
写
本

一
冊
。
大
き
さ
は
縦
二
十
三

・
二
糎
、
横
十
五
・
七
糎
。
朽
葉
色
の
横
刷
毛
目
模
様
の
表
紙
左
上
寄
り
に
、
子
持
ち
枠



の
刷
り
題
嬢
が
あ
る
。
書
外
題

「
ふ
し
ま
ち
の
日
記

は
，心
漱
嗜
¨
翻
の
上
」
ｏ
扉
題

「
摯
キ
な
き
の
記
の
上

ふ
し
ま
ち
の
日
記

く
だ
り
の
書
」
。
内
題

「
は

こ
柳
の
日
記
上

ふ
し
ま
ち
の
日
記
と
も
」
ｏ
構
成
は
扉

一
丁
と
本
文

（墨
付
二
十
九
丁
と

一
行
）
か
ら
な
る
。
本
文
用
紙
は
四
周
双
辺
半
丁
十
行
の
罫

入
り
茶
色
刷
り
用
紙
で
、
板
心
に
は
魚
尾
の
他
、
「
海
雲
深
処
蔵
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。
蔵
書
印
は
、
表
紙
見
返
し
に

「
宍
戸
文
麿

一
第
２
４

４
号

一
共
　
冊
」
（横
書
横
楕
円
形
。
三
段
に
正
切
ら
れ
て
い
る
中
段
の
算
用
数
字
は
墨
書
き
）、
扉
に
一
宍
戸
昌
／
蔵
書
記
」
（陰
刻
正
方
形
）、

最
終
丁
裏
の
最
終
行
下
部
匡
郭
外
に

「
鈴
木
」
（円
形
）
と
あ
る
。
扉
の
裏
に
墨
筆
に
よ
る
左
の
識
語
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
，

尾
州
熱
田
人
断
帥
領
高
橋
仙
果
嚇
太
稿
顧
囃
訛
よ
に
わ
／
れ
い
ふ
黒
印
此
書

ハ
／
明
治
十
六
年
二
月
十

一
日
東
京
市
本
郷
森
川
町
書
林
二
於
テ
偶
／
然

購
得
ラ
ン
タ
リ
ト
錦
集
翁
ノ
談
ホ
リ
シ
又
此
仙
果

ハ
／
翁
ノ
病
家
ニ
テ
居
常
往
復
セ
ラ
ン
タ
リ
シ
カ
頗
洒
落
ノ
／

一
奇
人
ナ
リ
シ
ト
／
明

治
十
六
年
五
月
錦
集
翁
ヲ
訪
ヒ
謂
偶
仙
果
ノ
事
／
二
及
フ
此
書
ヲ
出
シ
テ
示
サ
ル
因
テ
借
覧
ノ
后
走
筆
／
膳
写
ス
五
月
十
六
日
加
媚
四
也

こ
の
識
語
と
蔵
書
印
か
ら
、
本
書
は
錦
集
翁
所
蔵
の
仙
果
自
筆
本
を
、
明
治
二
十
六
年
五
月
に
宍
戸
昌

（文
麿
）
が
転
写
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
錦
集
翁
と
は
、
我
が
国
最
初
の
理
学
博
士
と
な

っ
た
、
名
古
屋
出
身
の
医
家
に
し
て
本
草
学
者
の
伊
藤
圭
介
そ

の
人

で
あ

る
。
そ
の
伝
に
つ
い
て
は
、
早
く
雑
誌

「
太
陽
」
の
明
治
三
十
二
年
六
月
臨
時
増
刊
号

「
明
治
十
二
傑
」
に
選
ば
れ
、
吉
川
弘
文
館
の
人
物
叢

書
に
も
杉
本
勲
氏

『伊
藤
圭
介
』
（昭
和
三
十
五
年
、
新
装
版
同
六
十
三
年
）
の
一
冊
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
述
し
な

い
。
仙
果
と
圭
介

の
交
流
に
つ
い
て
は
、
天
保
期
の
圭
介
宛
仙
果
書
簡
四
通

（国
会
図
書
館
蔵
、
投
薬
依
頼
等
の
記
載
が
あ
る
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
ま
た

『
よ

し
な
し
言
』
六
編
に
は
、
天
保
六
年
二
月
の
嘗
百
社
本
草
会
の
目
録

『
乙
未
本
草
会
物
品
目
録
』

の
刊
本

（『名
古
屋
叢
書
』
三
編
第
十
九
巻

に
影
印
が
あ
る
）
に
未
収
と
な

っ
た
圭
介
の
詩
と
序
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
書
簡
は
右
の
識
語
と
符
号

一
致
し
て
興
味
深
い
が
、
そ

の
詳
し
い
紹
介
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
圭
介
は
仙
果
よ
り
も
わ
ず
か

一
歳
の
年
長
だ
が
、
仙
果
が
明
治
元
年
に
六
十
五
歳
で
没
し
た
の
に

対
し
、
圭
介
は
九
十
九
歳
の
長
寿
を
ま

っ
と
う
し
て
同
三
十
四
年
に
没
し
た
。

仙
果
自
筆
本
を
転
写
し
た
宍
戸
昌
は
、
前
述
杉
本
氏
著
書
等
に
よ
れ
ば
圭
介
の
門
人
で
、
明
治
二
十
三
年
十
月
に
上
野
公
園
美
術
協
会
で
開

筵
さ
れ
た
圭
介
米
寿
賀
会
の
幹
事
二
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
り
、
翌
年
刊
行
さ
れ
た
賀
会
の
出
版
物

『
寄
贈
之
書
画
並
出
品
解
説
』

（所
収
書

笠
亭
仙
果
の
江
戸
紀
行
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九
四

籍
総
数
七
百
冊
）
の
編
輯
者
と
な

っ
て
い
る
。

圭
介
が
明
治
十
六
年
に
自
筆
本
を
入
手
し
た
森
川
町

（東
大
正
門
前
の
現
本
郷
六
丁
目
）
の
書
林
は
、
当
然
古
書
店
で
あ

っ
た
は
ず
で
、
森

鴎
外
が

『
雁
』
第

一
章
の
中
で
、
森
川
町
に
は

「
当
時

（明
治
十
三
年
）
古
本
屋
が
西
側
に
一
軒
し
か
な
か

っ
た
」
と
記
し
て
い
る
そ
の
店
か

と
も
思
わ
れ
る
が
、
特
定
で
き
な
い
。

内
容
と
そ
の
周
辺
　
ま
ず
書
名
の
意
味
で
あ
る
が
、
本
文
に
も
見
え
る
如
く
、
三
月
十
九
日
臥
待
月
の
夜
に
出
立
し
た
の
で

「
ふ
し
ま
ち
の

日
記
」
と
題
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
「
く
だ
り
の
巻
」
と
あ
る
の
は
、
東
下
り
の
意
味
で
、
本
書
を

「
は
こ
や
な
き

の

（
日
）
記
」

の

「
上
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
の
は
、
そ
の

「
下
」
と
し
て
帰
路
の

「
の
ば
り
の
巻
」
を
意
図
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
あ

る
い
は
そ
の

「中
」
と
し
て
、
江
戸
滞
在
日
記
を
予
定
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
な
い
。
総
合
書
名
に
お
け
る

「
は

こ
や
な
き
」
は
、
春
の
季
語
に
し
て
種
彦
の
亭
号
を
か
け
て
い
る
。

本
文
は
、
今
回
の
旅
の
動
機
と
同
行
者
及
び
餞
別
の
詩
歌
を
ま
と
め
た
前
文

（
一
丁
と
二
行
）
と
、
紀
行
日
記
か
ら
成
る
。

前
文
か
ら
述
べ
る
と
、
動
機
に
つ
い
て
は
、
種
彦
か
ら

「
一
度

ハ
江
戸
の
様
も
見
よ
、
口
親
教
諭
で
↑
え
あ
る
ま
じ
き
こ
と
も
あ

ん
な
る

を
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る
。
戯
作
者
と
し
て
江
戸
の
世
態

・
風
俗

。
人
情
に
直
に
接
す
る
こ
と
が
目
的
だ

っ
た
こ
と
は
当
然
と

し
て
、
何
よ
り
も
師
種
彦
に
初
め
て
会
う
こ
と
が
そ
の
第

一
で
あ

っ
た
ろ
う
。
現
に
こ
の
日
記
は
種
彦
宅
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
で
終
わ

っ
て
お

り
、
「
師
も
家
に
あ
り
て
、
た
が
ひ
に
よ
ろ
こ
び
あ
ひ
、
う
れ
し
さ
か
ぎ
り
な
し
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。

で
は
そ
れ
ま
で
仙
果
は
、
ま
だ
見
ぬ
師
を
ど
の
程
度
知

っ
て
お
り
、
ど
う
思

っ
て
い
た
の
か
と
い
え
ば
、
『
よ
し
な
し
言
』
四
編
所
収
の
文

政
十
二
年
五
月
頃
執
筆
の
一
文
に
、

江
戸
柳
亭
ぬ
し
は
、
姓
は
高
屋
、
源
姓
也
。
俗
称
彦
四
郎
と
て
、
御
筑
本
小
普
請
ぐ
み
也
。
実
名
知
久
、
下
谷
御
徒
士
町
御
先
手
組
屋
敷

に
す
め
り
。
柳
千
株
う
ゑ
て
薪
に
た
る
と
い
ふ
古
語
に
て
、
足
薪
と
な
の
ら
ん
と
し
て
、
そ
の
語
の
本
出
を
わ
す
れ

つ
と
て
、
な

の
ら

ず
。
た
ヽ
還
魂
紙
料
の
序
に

一
ツ
の
せ
ら
れ
た
る
の
み
。
愛
雀
軒
と
い
ふ
。
庭
に
米
を
ま
き
て
、
雀
の
よ
る
を
た
の
し
む
。
花
押
は
ヒ



コ
、
か
た
か
な
の
ひ
こ
を
く
み
た
る
を
三
ツ
あ

ハ
せ
て
、
三
ツ
彦
の
印
と
人
よ
ぶ
。
い
た
つ
て
の
下
戸
に
て
、
物
が
た
き
う
ま
れ
也
。
飲

食
を
嗜
し
ま
ず
、
つ
ね
の
三
餐
の
外
余
食
な
し
。
尤
麦
飯
を
こ
の
む
。
戯
作
者
に
ハ
ま
れ
な
る
人
物
也
。
藤
原
宇
末
岐
ぬ
し
の
孫
女
を
妻

と
す
。
文
政
丑
ど
し

（十
二
年
）
四
十
七
歳
、
江
戸
を
は
な
れ
ず
し
て
、
万
邦
の
風
俗
土
地
の
さ
ま
、
よ
く
心
得
た
り
。
著
述
の
道
、
予

き
け
る
事
お
は
し
。

と
あ
り
、
そ
の
心
酔
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
初
め
て
江
戸
へ
出
る
こ
の
天
保
三
年
、
仙
果
は
二
十
九
歳
、
種
彦
は
五
十
歳
で
あ
る
。

道
の
友
は
山
本
某
と
、
出
発
間
際
に
同
道
を
い
い
出
し
た
小
川
千
槍
の
二
人
で
あ
る
。
山
本
某
は

「
御
倉
の
官

の
つ
か
さ
人
」
と
あ
る
の

で
、
尾
張
藩
蔵
奉
行
の
配
下
と
思
わ
れ
る
が
、
仙
果
が

「
わ
が
主
人
も
同
じ
人
」
全
二
月
十
三
日
条
）
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
熱

田
奉
行
の
配
下
か
も
し
れ
な
い
。
仙
果
た
ち
と
は
新
橋
で
別
れ
、
フ
」
れ
よ
り
山
本
某
は
南

へ
入
て
、
と
の
ゝ
御
く
ら
や
し
き

へ
ゆ
か
る
」
（廿

八
日
条
）
と
あ
る
。
新
橋
ま
で
来
て
右
折
し
て
南

へ
下
れ
ば
、
新
橋
川
下
流
を
は
さ
ん
で
浜
御
殿
と
向
い
あ
う
尾
張
藩
蔵
屋
敷
が
あ
る
。
旅
の

用
向
き
は
恐
ら
く
公
務
で
あ
ろ
う
。

小
川
千
瑣
は
平
出
順
益
や
小
寺
玉
晃
ら
が
組
織
し
て
い
た
名
古
屋
の
文
士
グ
ル
ー
プ
耽
古
連
の
一
員
で
、
玉
晃
の

『
人
物
図
会
』
に

「
松
尾

屋
新
兵
衛
婦
饉
朝
訛
鯛
鰤
報
酬
莉
。
実
、
水
口
屋
伝
兵
衛
之
男
也
。
幼
名
仁
三
郎
卜
云
。
竜
廼
屋
大
人
間
に
入
て
狂
耳
を
詠
ズ
。
竜
眼
木
園
卜
号
し
。

千
瑣
卜
云
。
浮
世
画
森
高
雅
子
二
学
ビ
、　
画
名
玉
年
」

と
見
え
て
い
る
。
仙
果
と
は
森
高
雅
の
同
門
で
、　
狂
歌
活
動
に
お
い
て
も
交
流
が
あ

る
。
旅
の
目
的
は
不
明
で
あ
る
。

餞
別
の
詩
歌
を
詠
ん
で
い
る
ゐ
か
ひ
の
再
可
、
の
だ
の
□
免
坊
（重
ね
書
き
の
た
め

一
字
判
読
で
き
な
い
）
、
か
と
う
の
せ
ん
じ
、
さ
と
う
の

友
直
の
四
人
の
う
ち
、
□
免
坊
に
つ
い
て
は
知
る
所
が
な
い
ｏ
再
可
は
、
松
洲
こ
と
藩
士
の

「井
カ
ヒ

（井
飼
か
）
瀬
郎
太
」
で
あ
ろ
う
。
『
よ

し
な
し
言
』
五
編
の
天
保
四
年
五
月
十
日
付
の
一
文
に
、
フ
」
の
頃
厚
田
の
文
人
墨
客
、
予
が
師
と
し
友
と
す
る
人
、松
を
な
の
る
が
い
と
ノ
ヽ

お
ほ
し
。
士
に
松
洲
子
」
と
し
て
、
以
下
神
主

・
法
師

。
医
師
な
ど
の
例
を
あ
げ
て
い
る
が
、
松
洲
子
に
注
記
し
て
右
の
名
が
あ
る
。
和
洲
な

ら
ば
、
彼
の
も
と
に
同
好
集
っ
た
時
の
こ
と
を
記
す
仙
果
自
筆
の

『
玉
篇
日
記
』

一
冊
が
あ
る
。
今
に
伝
存
す
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、

笠
亭
仙
果
の
江
戸
紀
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



九
六

牽
舟
氏

「
家
蔵
名
家
自
筆
本
の
一
部
」
「
ほ
ん
や
」
大
正
四
年
十
月
）
に
よ
れ
ば
、
表
紙
に

「
天
保
五
年
と
い
ふ
と
し
十
日
の
日
／
は
つ
ね
の

け
ふ
の
玉
第
日
記
／
同
好
は
な
し
入
り
／
古
今
堂
千
歌
漫
筆
」
と
あ
る
と
い
い
、
内
容
は

「
こ
の
年
正
月
九
日
友
人
松
洲
の
許
に
て
同
好
会
合

し
て
戯
れ
し
こ
と
を
記
」
し
た
も
の
と
い
う
。
せ
ん
じ
は

「
仙
二
」
（十
九
日
条
）
で
、
加
藤
仙
二
で
あ
ろ
う
。
発
句
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
か
ら

す
る
と
、
俳
諮
方
面
の
人
か
も
し
れ
な
い
。
留
守
中
の
家
の
こ
と
を
ま
か
せ
て
お
り

（同
日
条
）、　
前
述

『
お
も
ひ
の
ま
ゝ
の
日
記
補
遺
』
の

土
産
物
の
項
に
も
、
「
加
藤
仙
へ
　
浅
く
さ
海
苔
十
ひ
ら
」
云
々
と
見
え
て
い
る
か
ら
、　
近
所
づ
き
あ
い
の
あ
る
人
物
と
思
わ
れ
る
が
、
伝
未

詳
で
あ
る
。
残
る
友
直
は

「
佐
藤
の
八
弦
献
れ
い
の
か
た
と
き
さ
ら
ぬ
中
な
れ
バ
、
と
や
か
く
い
ひ
て
、
互
に
わ
か
れ
が
た
し
」
（十
九
日
条
）

と
見
え
て
い
る
熱
田
の
親
友
で
あ
る
。
『
よ
し
な
し
言
』
十
二
編
所
収
の
仙
果
自
叙
伝
に
、

あ
つ
た
の
大
ミ
や
御
迂
宮
の
と
し

（文
政
元
年
）、
木
下
正
三
郎
奉
納
の
能
、
公
一月
二
十
三
日
よ
り
）
三
日
あ
り
。
見
物
に
行
き
し
時
ヽ

佐
藤
琴
二
、
近
習
の
医
師
、
の
ち
甲
太
郎
、
今

（嘉
永
四
年
夏
頃
）
は
り
つ
は
な
御
用
医
者
也
。
此
人
市
岡
猛
彦
ぬ
し
の
問
人
に
て
、
本

居
家
の
下
筆
執
正
な
り
。
予
と
同
席
し
、
は
じ
め
て
友
と
な
る
。
つ
ね
に
ゆ
き
ゝ
し
て

（中
略
）
ふ
る
事
ま
な
び
の
た
ふ
と
き
事
を
も
し

り
そ
め
た
る
こ
そ
う
れ
し
け
れ
。

と
あ
る
。
こ
の
琴
二
が
友
直
で
、
仙
果
が
鈴
木
脹
の
問
人
と
な

っ
て
国
学
を
学
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
実
に
彼
の
影
響
で
あ
る
。
友
直
は
琴

二
、
甲
太
郎
以
外
に
、
俗
称
を
益
三
と
い
い
、
榊
園
、
真
水
、
等
屋
、
八
絃
、
琴
松
、
和
松
、
錦
翠
の
別
号
が
あ
る

（コ
退
作
文
稿
』
、
再
可
の

項
引
用
の

『
よ
し
な
し
言
』
の
一
文
喘
笠
亭
仙
果
文
集
』
の
仙
果
書
入
れ
）
。
御
用
医
者
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
市
岡
猛
彦

に
学
ん
だ
だ
け
あ

っ
て
、
高
階
惟
昌
編

『国
学
人
物
志
』
（安
政
六
年
刊
）
の
尾
張
国

の
部

に
、
「
友
直

熱
田

佐
藤
早
太
郎
」
と
見
え
て
い
る
。

次
に
紀
行
日
記
で
あ
る
が
、
旅
の
概
要
は
、
天
保
三
年
三
月
十
九
日
夜
亥
の
亥
過
ぎ
に
熱
田
を
出
立
し
、
十
日
御
油
の
近
江
屋
に
泊
、
十

一

日
浜
松
江
戸
屋
泊
、
十
二
日
大
井
川
を
越
え
て
嶋
田
の
大
藪
屋
泊
、
十
三
日
興
津
吉
田
屋
泊
、
十
四
日
初
め
て
富
士
を
見
て
三
嶋
の
竹
屋
泊
ヽ

十
五
日
箱
根
を
越
え
て
小
田
原
の
本
陣
清
水
屋
泊
、
十
六
日
戸
塚
沢
潟
屋
泊
、
十
七
日
川
崎
笹
屋
泊
、
十
八
日
江
戸
市
中
に
入
り
、
下
谷
御
先

手
組
屋
敷
内
の
種
彦
宅
に
到
着
、
以
上
の
十
日
間
で
、
途
中
十
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
五
日
間
は
駕
籠
を
利
用
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
熱
田



か
ら
種
彦
宅
へ
直
行
し
た
旅
と
い
っ
て
よ
い
。

日
別
に
二
、
三
付
言
し
て
お
く
と
、
十
九
日
条
に

「
中
瀬
の
ふ
る
家
な
る
庭
の
桜
」
云
々
と
あ
る
の
は
仙
果
の
生
家
で
、
こ
の
当
時
は
人
に

貸
し
、
自
ら
は
親
類
上
野
氏
の
古
宅
を
借
り
て
住
ん
で
い
る

（自
叙
伝
）
。
十

一
、
三
、
六
日
条
に
都
路
の
こ
と
や
京
で
会

っ
た
人

の
こ
と
が

見
え
て
い
る
が
、
仙
果
は
文
政
十

一
年
二
月
に
森
高
雅
と
京
都
嵐
山
へ
花
見
に
行

っ
て
お
り

（自
叙
伝
）、
同
年
八
月
に
も
佐
藤
友
直
と
京
都

旅
行
に
出
か
け
て
い
る

（『
へ
だ
て
ぬ
中
の
日
記
し
。
十
七
日
条
で
は
、
神
奈
川
の
旅
籠
長
し
ま
屋
ま
で
種
彦
が
出
迎
え
る
手
筈
だ

っ
た
こ
と

が
見
え
て
い
る
。
都
合
が
つ
か
な
か

っ
た
の
か
来
て
い
な
か

っ
た
が
、
種
彦
の
方
も
会
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

自
ら
の
和
歌
や
狂
歌
に
古
歌
を
ま
じ
え
つ
つ
記
さ
れ
た
こ
の
紀
行
日
記
は
、
当
時
の
東
海
道
の
地
理
や
風
俗
の
資
料
と
し
て
も
価
値
が
あ
ろ

う
が
、
種
彦
宅
の
場
所
を
知
る
う
え
で
も
参
考
と
な
る
。
種
彦
が
生
後
間
も
な
く
か
ら
天
保
六
年
九
月
に
堀
田
原
の
修
紫
楼

に
転
居
す
る
ま

で
、
五
十
余
年
間
を
下
谷
御
徒
町
の
御
先
手
組
屋
敷
内
で
暮
し
た
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
組
屋
敷
内
の
ど
の
あ
た
り

な
の
か
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
十
八
日
条
の
記
述
を
、
天
保
三
年
刊
の
御
江
戸
大
絵
図

（須
原
屋
版
）
を
参
照
し
な
が
ら
検
証
し
て
み
る

と
、
仙
果
は
日
本
橋
を
渡

っ
て
か
ら
、
そ
の
筋
を
今
川
橋
を
経
て
筋
違
御
門
ま
で
北
に
直
進
し
、
こ
こ
で
右
に
曲
が
り

（仙
果
は
北
進
時
の
右

折
を

「
南
へ
」
と
表
現
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）
、
神
田
川
南
岸
の
柳
原
の
土
手
づ
た
い
に
進
み
、
こ
の
川
に
か
か
る
和
泉
橋
を
北

へ
渡

っ
て

さ
ら
に
直
進
、
「
加
藤
遠
江
」
の
屋
敷
の
北
側
を
右
に

（仙
果
の
い
う

「
南

へ
し

曲
が
る
と
、
左
手
つ
ま
り
北
側
に
御
先
手
組
屋
敷
入
日
の
総

門
が
あ
る
。
こ
の
組
屋
敷
は
南
北
に
長
い
地
形
で
、
「
惣
門
を
入
る
。　
一
ツ
の
は
そ
き
は
り
を
こ
え
、
ま
た
北
へ
入
る
。
さ
て
な

ん
、
柳
亭
の

翁
の
い
へ
な
り
け
り
」
と
仙
果
は
記
し
て
い
る
。
天
保
三
年
版
の
大
絵
図
に
は
組
屋
敷
内
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
い
ま
少
し
後
の

嘉
永
四
年
刊
下
谷
絵
図

（尾
張
屋
版
）
を
見
る
に
、
組
屋
敷
の
南
か
ら
三
分
の
一
ほ
ど
の
所
に
、
東
西
に
流
れ
る
細
い
堀
が
あ
る
。
こ
の
堀
は

西
方
の
不
忍
池
か
ら
流
れ
出
て
い
る
忍
川
で
あ
る
。
つ
ま
り
種
彦
の
家
は
北
側
の
残
る
三
分
の
二
に
、
南
の
総
門
か
ら
入
れ
ば
、
忍
川
を
渡

っ

て
さ
ら
に
奥
に
入

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
こ
の
紀
行
日
記
か
ら
で
は
わ
か
ら
な
い
江
戸
滞
在
中
の
事
跡
に
つ
い
て
、
知
り
得
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
く
。

笠
亭
仙
果
の
江
戸
紀
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



九
八

『
馬
琴
日
記
』
の
こ
の
年
四
月
二
十
五
日
条
に
、
「
過
日
、
田
鶴
丸
状
中
二
申
来
侯
、
尾
州
の
人
仙
果
来
訪
、
面
謁
を
乞
ふ
。
右
同
断
二
付

（
日
記
の
前
条
に
よ
り
、
多
用
の
た
め
病
気
を
口
実
に
し
た
こ
と
指
す
）
、
不
逢
。
近
日
、
又
可
参
よ
し
申
述
、
帰
去
」
と
あ
る
。
初
め
て
江

戸
表

へ
出
る
に
際
し
、
仙
果
は
同
じ
熱
田
に
住
む
、
馬
琴
と
は
面
識
も
あ
る
狂
歌
師
の
声
辺
田
鶴
丸
に
、
馬
琴
へ
の
紹
介
状
を
依
頼
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
の
紹
介
状
が
馬
琴
に
届
い
た
の
は
、
四
日
前
の
二
十

一
日
だ

っ
た
こ
と
も

『
馬
琴
日
記
』
に
見
え
て
い
る
。
熱
田
を
立

っ
て

一

月
以
上
も
経
て
紹
介
状
が
届
い
た
の
は
、　
こ
の
頃
の
田
鶴
丸
が
、
自
ら
が
庵
主
と
な

っ
て
い
る
祐
学
院
の
修
復
に
多
忙
だ

っ
た

（市
橋
鐸
氏

『
東
海
郷
土
文
化
史
考
し

か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
結
局
い
か
に
も
馬
琴
ら
し
い
対
応
に
仙
果
も
再
訪
を
告
げ
た
も
の
の
、
つ
い
に
実
行
し
な
か

つ
た
ら
し
く
、
そ
の
後
の

『
馬
琴
日
記
』
に
再
訪
の
形
跡
は
見
当
ら
な
い
。
『
よ
し
な
し
言
』
の
記
述
類
で
は
そ
の
四
編
に
、
こ
の
旅
行
時
に

種
彦
か
ら
聞
い
た
と
思
わ
れ
る
書
き
留
め
が
数
条
あ
る
。
蒲
焼
の
食
べ
方
や
、
高
屋
家
で
は
浅
漬
け
の
漬
物
を
作
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
自
叙
伝
に
は
吉
原
見
物
に
出
か
け
た
こ
と
が
見
え
て
お
り
、
今
回
の
旅
の
興
津
吉
田
屋
で
の
一
件

（十
三
日
条
参
照
）
に
も
ふ

れ
て
い
る
。
自
叙
伝
の
執
筆
は
こ
の
旅
か
ら
二
十
年
近
く
も
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
吉
田
屋
の
一
件
は
よ
ほ
ど
印
象
に
残

っ
た
の
で
あ

ろ

う
。
帰
郷
に
際
し
て
は
、
こ
の
時
江
戸
へ
出
て
い
た
花
山
亭
笑
馬
が
高
縄
ま
で
見
送

っ
て
い
る
。
三
度
目
の
江
戸
行
の
帰
り
を
尾
張
で
待
ち
請

け
た

『東
海
道
中
滑
稽
諏
』
（前
述
）
の
口
絵
の
賛
に
、
「
ひ
と
ゝ
せ
朋
友
に
別
る
ヽ
と
き
　
一昌
縄
に
別
れ
の
酒
を
の
ミ
過
て
日
も
や

つ
山

に

か
ゝ
り
け
る
か
な
　
笑
馬
」
と
見
え
て
い
る
、
そ
の

「
ひ
と
ゝ
せ
」
は
、
こ
の
天
保
三
年
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

解
題
の
最
後
と
し
て
、
こ
の
前
後
の
頃
の
仙
果
の
暮
ら
し
ぶ
り
と
、
種
彦
校
訂
合
巻
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。

文
政
十

一
年
に
結
婚
し
た
仙
果
に
、
こ
の
天
保
三
年
頃
に
長
女
き
り
が
生
ま
れ
て
い
る
。
後
妻
が
天
保
十
四
年
に
没
し
た
時
、
き
り
は
十
余

歳

（自
叙
伝
）
と
い
う
か
ら
、
そ
の
時
仮
り
に
十
二
歳
と
す
る
と
天
保
三
年
の
出
生
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
の
紀
行
日
記
に
、
そ
の
形
跡
は
ま

っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
翌
四
年
頃
に
は
、
庄
屋
役
の
他
に
い
ろ
い
ろ
副
業
も
や

っ
て
い
た
よ
う
で
、
こ
の
年
四
月
か
ら
執
筆
し
は
じ
め
た

『
よ

し
な
し
言
』
五
編
所
収
の
自
伝
歌
に
、
「
役
庄
屋
、
業
は
あ
ら
ひ
こ
上
絵
書
、
た
ゞ
の
画
も
か
く
戯
作
代
作
」
と

い
っ
て
い
る
。
天
保
六
年
に

な
る
と
経
済
的
に
か
な
り
困

っ
た
ら
し
く
、
秋
冬
の
頃
に
は
中
瀬
町
の
生
家
の
中
に
二
対

一
に
区
切
る
壁
を
作
り
、
三
分
の
二
の
方
を
造
り
酒



屋
に
売
り
、
自
か
ら
は
前
述
の
借
屋
か
ら
狭
い
三
分
の

一
の
方
に
移
り
住
ん
で
い
る

（自
叙
伝
、
『
よ
し
な
し
言
』
六
編
）
。
こ
の
年
春
の
三
度

目
の
江
戸
行
の
折
、
関
根
正
直
氏

『
小
説
史
稿
』
等
が
伝
え
る
潤
筆
料
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
の
も
、
こ
う
し
た
経
済
状
態
と
軌
を

一
に
し
て

い
よ
う
。
ま
た
平
出
鐙
二
郎
氏
が

『
鋼
痴
集
』
で
ふ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
江
戸
行
に
際
し
て
仙
果
が
蔵
書
を
平
出
順
益
に
預
け
て
借
金
し
た
と
い

う
の
も
、
こ
う
し
た
背
景
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
天
保
三
年
の
時
点
で
は
そ
こ
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
天
保

七
年
の
三
度
目
の
江
戸
行
あ
た
り
か
ら
で
あ
ろ
う
。

種
彦
が
校
閲
を
し
た
仙
果
の
合
巻
の
う
ち
で
、
原
本
が
確
認
で
き
る
の
は
次
の
諸
作
で
あ
る

（数
字
を
〇
で
囲

っ
た
作
は
種
彦
序
。
年
次
は

刊
年
で
い
ず
れ
も
正
月
ま
た
は
春
新
板
）
。

⑦
同
四
年

『肱
笠
雨
小
春
空
癖
』
前
後
快
　
八
巻
四
冊
　
仙
鶴
堂

③
同
五
年

『
油
町
製
本
菜
種
黄
表
紙
』
　
　
四
巻
二
冊
　
仙
鶴
堂

⑨
同
五
年

『
千
代
見
草
調
富
貴
組
』
　
　
　
四
巻
二
冊
　
栄
久
堂

⑩
同
六
年

『枕
琴
夢
之
通
路
』
　
　
　
　
　
一ハ
巻
三
冊
　
仙
鶴
堂

①
天
保
二
年

『
合
物
端
歌
弾
初
』
前
後
快
　
　
八
巻
四
冊
　
仙
鶴
堂

②
同
　
一二
年

『
国
字
水
滸
伝
』
十
編
　
　
　
　
四
巻
二
冊
　
詠
新
菫

③
同
　
一二
年

『花
街
雀
竹
夜
遊
』
前
快
　
　
　
四
巻
二
冊
　
仙
鶴
堂

④
同
　
四
年

『
花
街
雀
竹
夜
遊
』
後
快
　
　
　
一ハ
巻
三
冊
　
仙
鶴
堂

⑤
同
　
四
年

『国
字
水
滸
伝
』
十
一
編
　
　
　
四
巻
二
冊
　
松
寿
堂

一
①
同
七
年

『花
蔭
賤
之
俳
優
』
　
　
　
　
　
四
巻
二
冊
　
水ヽ
寿
堂

⑥
同
　
四
年

『国
字
水
滸
伝
』
十
二
編
　
　
　
四
巻
二
冊
　
仙
鶴
堂

一
⑫
同
八
年

『国
字
水
滸
伝
』
十
四
編
　
　
　
四
巻
二
冊
　
仙
鶴
堂

今
回
の
日
記
の
前
文
に
、
「
か
し
こ
の
書
買
甲
乙
に
一
種
二
種
彫
ら
せ
た
り
」
と
あ
る
の
は
①
②
の
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
「
去
年
も
亦
二
三
種

作
り
出
て
こ
そ
送
り
し
が
」
と
あ
る
の
は
、
②
③
と
そ
れ
ら
に
続
く
④
⑤
あ
た
り
を
指
す
の
で
あ
ろ
う

（正
月
ま
た
は
春
新
板
と
い
う
こ
と

は
執
筆
は
そ
の
前
年
以
前
で
、
発
売
は
刊
行
年
前
年
の
冬
で
あ
る
）
。
天
保
三
年
ま
で
に
執
筆
し
た
作
は
種
彦
の
添
削
を
受
け
た
が
、　
翌
年
執

筆
分
か
ら
は
種
彦
も
そ
の
必
要
を
は
と
ん
ど
認
め
ず

（⑦
の
天
保
四
年
春
付
け
の
種
彦
序
）
、　
②
を
最
後
に
、　
刊
本
か
ら
種
彦
校
閲
の
表
示
が

な
く
な
る
。
こ
う
し
た
中
で
特
に

『
国
字
水
滸
伝
』
に
つ
い
て
は
、
六
編
ま
で
が
書
名

「
稗
史
水
滸
伝
」
で
山
東
京
山
訳
、
七
編
よ
り
右
に
改

題
し
て
種
彦
訳
、
そ
れ
を
駆
け
出
し
の
仙
果
が
書
き
継
い
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
さ
ぞ
鼻
が
高
か

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う

（右
リ
ス
ト
に
見
え
な
い

笠
亭
仙
果
の
江
戸
紀
行

九
九



一
〇
〇

十
三
編
は
種
彦
訳
で
、
十
五
、　
十
六
編
は
ま
た
仙
果
訳
）
。
入
門
以
前
か
ら
こ
の
あ
た
り
ま
で
の
こ
と
を
、　
潤
筆
料
な
ど
の
こ
と
も
含
め
て
、

仙
果
は

『
よ
し
な
し
言
』
十

一
編

（弘
化
二
年
春
よ
り
執
筆
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

お
の
れ
戯
作
を
好
み
て
、
十
五
六
歳
よ
り
わ
け
も
な
き
事
か
き
つ
ら
ぬ
。
二
十
に
お
よ
バ
ず
し
て
泥
鵬
台
文
集
刊
行
せ
り
。
こ
れ
愚
作
刊

行
の
は
じ
め
也
。
こ
ゝ
に
お
い
て
、
江
戸
板
の
合
巻
が
か
き
た
く
な
り
ぬ
。
牛
は
ね
が
ひ
か
ら
鼻
を
と
は
す
と
い
へ
り
。
実

二
然
り
。
幸

あ
り
て
下
谷
の
翁
の
愛
顧
を
得
て
、
合
物
端
歌
弾
初
四
冊
、
当
時
め
づ
ら
し
き
美
製
也
。
か
く
て
年
来
の
願
ひ
た
り
ぬ
と
お
も
ふ
に
、
作

を
し
て
か
ね
が
は
し
く
な
り
ぬ
。
又
師
の
と
り
た
て
に
て
、
四
冊
、
三
分
乃
至

一
両
の
金
を
と
り
、
つ
ゞ
き
も
の
も
、
国
字
水
滸
伝
を
五

六
篇
っ
ゞ
け
た
り
。
名
家
の
京
山
に
続
狙
し
て
、
師
の
新
案
に
ま
じ
へ
う
ら
れ
、
面
目
を
ほ
ど
こ
す
一√

〓
一

『
ぶ
し
ま
ち
の
日
記
』
翻
刻

几
　
例

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
も

の
に
直

し

た
が
、

「
燈
」
と

「
灯
」
は
両
用
し
た
。

一
、
明
ら
か
な
誤
字
は
正
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は

（
マ
マ
）
を
注
記

し
た
。
た
だ
し
仙
果
自
筆
本
の
文
字
が
推
定
で
き

そ
う
な
場
合

は
、
推
定
文
字
に

「
？
」
を
付
し
て

（　
）
内
に
注
記
し
た
。

一
、
ご
く
わ
ず
か
な
虫
損
が
あ

っ
て
、
そ
の
た
め
に
文
字
を
推
定
し

た
場
合
は
、
推
定
文
字
を
□
で
囲

っ
た
。

一
、
句
読
点
を
私
に
加
え
、
改
行
に
つ
い
て
も

一
部

私

に
行

っ
た

が
、
濁
点
は
原
本
通
り
で
あ
る
。

一
、
丁
移
り
は
、
そ
の
末
尾
に
あ
た
る
と

こ
ろ

に
、

（
１
オ
）
（
１

ウ
）
の
如
く
に
記
し
た
。
な
お
、
仙
果
自
筆
本
に
は
な
く
て
宍
戸

昌
に
よ

っ
て
施
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
朱
線
が
二
箇
所
、
墨
線
と
注

記
が
各

一
箇
所
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
採
ら
な
か

っ
た
。

一
、　
一
部
に
差
別
表
現
が
あ
る
が
、
歴
史
資
料
の
立
場
か
ら
、
あ
え

て
そ
の
ま
ま
と
し
た
。



は
こ
柳
の
日
記

上

ふ
し
ま
ち
の
日
記
と
も

僕
近
き
頃
よ
り
、
物
本
著
る
事
を
、
江
戸
の
柳
亭
種
彦

の
翁

に
学

ひ
、
常
に
せ
う
そ
こ
か
よ
ハ
し
つ
ゝ
、
か
し
こ
の
書
買
甲
乙
に
、　
一

種
二
種
彫
ら
せ
た
り
け
る
を
、
去
年
も
亦
、
二
三
種
を
作
り
出
て
こ

そ
お
く
り
し
か
、　
一
度

ハ
江
戸
の
様
も
見
よ
、
日
親
教
諭
て

ハ
え
あ

る
ま
し
き
こ
と
も
あ
ん
な
る
を
と
て
、
師
よ
り
い
ひ
お
こ
さ
れ
た
り

け
れ

ハ
、
さ
ら

ハ
と
て
、
か
く
は
俄
に
お
も
ひ
た
ち
ぬ
る
に
な
ん
あ

り
け
る
。
道
の
友

ハ
、
御
倉
の
官
の
つ
か
さ
人
山
本
の
某
に
な
ん
。

既
に
出
た
つ
き
は
に
し
て
、
小
川
の
千
槍
し
ひ
て
た
の
む
に
よ
り
、

共
に
つ
れ
ゆ
か
ん
と
す
。
は
つ
か

一
月
二
月
は
か
り
を
ふ
る
旅
な
れ

と
、
わ
か
れ
を
惜
ミ
に
く
る
ひ
と
な
き
に
し
も
あ
ら
す
。
人
こ
の
う

ま
の
は
な
む
け
、
お
く
り
の
耳
詩
も
、
お
ほ
か
た

ハ
は
ぶ
き
つ

（１

オ
）
。

旅
衣
か
へ
り
て
き
か
む
春
霞
関
路
へ
た
て
ぬ
初
郭
公
　
　
ゐ
か
ひ

の
再
可か

へ
し

郭
公
心
へ
た
て
ぬ
中
の
も
り
か
へ
り
て
き
か
む
初
音
も
ら
す
な

ミ
か
へ
り
の
柳
の
い
と
に
か
ら
む
と
も
蓬
か
島

の
家
路
わ
す
る

な
　
　
の
だ
の
□
免
坊

笠
亭
仙
果
の
江
戸
紀
行

か
へ
し

ミ
か
へ
り
の
柳
は
よ
し
や
手
折
と
も
け
ふ
の
別
れ
を
あ
に
わ
す
れ

め
や

に
し
き
ゑ
に
い
ざ
こ
と
ゝ
ハ
む
花
盛
り
　
　
か
と
う
の
せ
ん
し

こ
れ

ハ
い
せ
も
の
か
た
り
の
隅
田
川
を
思
ひ
よ
せ
て
、
家
つ
と

の
錦
画
に
、
江
戸
の
花
盛
を
問
ん
と
、
あ
ら
か
し
め
待
つ
心
の

よ
し
は
、
別
文
に
ミ
え
た
り
。
そ
の
文
詞

ハ
略
く
。

か
へ
し
　
家
の
こ
と
何
く
れ
と
か
た
ら
ひ
お
き
て
い
て
た
つ

な
れ
は

あ
り
や
な
し
や
君
に
ま
か
せ
て
江
戸
の
花

（
１
ウ
）

い
か
は
か
り
別
れ

ハ
を
し
き
む
さ
し
の
や
か
へ
り
こ
ん
日
の
限
あ

ら
す

ハ
　
　
さ
と
う
の
友
直

か
へ
し

武
蔵
野
と
い
ヘ
ハ
は
る
け
し
若
草
の
は
つ
か
は
か
り
の
旅
に
ハ
あ

れ
と
も

天
保
三
年
ミ
つ
の
え
辰
の
と
し
、
二
月
十
九
日
の
夜
出
立

へ
き
に
定

た
れ

ハ
、
千
瑣

ハ
よ
ひ
よ
り
来
を
り
、
佐
藤
の
八
弦

献
、
れ
い
の
か

た
と
き
さ
ら
ぬ
中
な
れ

ハ
、
と
や
か
く
い
ひ
て
、
互
に
わ
か
れ
か
た

一
〇

一



中
瀬
の
ふ
る
家
な
る
庭
の
桜
、
今
な
ん
さ
か
り
な
る
を
折
ら
せ

し
ば
し
の
ほ
ど
の
か
た
み
に
と
て
、

あ
め
か
せ
に
後
れ
て
咲
る
桜
花
わ
が
ミ
は
て
ぬ
を
い
か
て
う
ら
み

ん

八
弦
か
へ
し

此
花
を
見
す
て
ゝ
行
も
断
り
や
か
り
の
わ
か
れ
の
君
に
し
あ
れ

ハ

お
の
れ
又

雪
と
ち
９
よ
し
や
あ
く
た
に
ま
し
る
と
も
君
だ
に
花
と
も
て
は
や

さ
な
ん

（
２
オ
）

お
な
し
く
か
へ
し

雪
と
ち
り
芥
に
ま
し
る
後
迄
も
君
か
こ
と
は
の
花

ハ
う
つ
ら
し

亥
の
刻
過
る
頃
、
山
本
某
、
新
助
と
い
ふ
に
荷
も

た
せ

つ
ゝ
き

た

り
、
と
く
ノ
ヽ
と
い
そ
が
し
た
つ
。
ゐ
か
ひ
の
某
、
八
弦
、
仙
二
、

か
ず
よ
り
、
伊
兵
衛
、
さ
て
は
弥
兵
衛
、
伊
右
衛
門
、
三
右
衛
門
、

忠
右
衛
門
、
半
右
衛
門
な
と
、
お
く
る
所
こ
に
て
か
へ
し
や
り
、
忠

右
衛
門
と
三
右
衛
門

ハ
、
酒
飯
な
と
も
た
せ
た
れ

ハ
、
夜
あ
く
る
ま

て
お
く
ら
す
。

は
る
け
し
と
お
も
ふ
は
か
り
を
お
も
ひ
に
て
も
の
お
も
ひ
な
き
あ

つ
ま
路
の
旅

な
れ

ハ
、
こ
ゑ
も
た
か
や
か
に
、
う
ち
き
よ
く
し
つ
ゝ
ゆ
く
。
け
ふ

一
〇
二

ハ
そ
ら
く
も
り
、
雨
ふ
り
く
ら
し
た
り
し
を
、
今
な
ん
漸
晴
行
き
、

ふ
し
ま
ち
月
も
き
ら
ノ
ヽ
と
。

ミ
ち
は
よ
か
ら
す
、
春
と
い
へ
と
、

猶
寒
き
夜
也
。
笠
寺
、
山
王
山
、
山
本
某

ハ
鳴
海
の
宿
の
間
屋
を
お

こ
し
、
か
ご
や
と
ひ
て
の
り
行
。
長
き
夜
の
こ
ろ
に
は
あ
ら
ね
と
、

よ
る
の
道

ハ
う
み
つ
か
る
ゝ

（
２
ウ
）
も
の
に
て
、
な
か
ば
は
ね
ふ

り
つ
ヽ
そ
あ
ゆ
む
め
る
。
あ
り
ま
つ
に
て
、

あ
り
ま
つ
と
き
け
は
う
れ
し
き
は
ど
も
な
く
か
へ
り
も
こ
ま
し
さ

き
く
て
あ
れ
な

あ
な
ふ
る
め
い
た
る
つ
た
な
う
た
や
。
界
川
も
い
つ
し
か
越

へ
、
あ

ひ
つ
ま
川
あ
た
り
に
て
夜
明
た
り
。
知
立
の
出

日
、
中
村
屋
と
い
へ

る
に
い
り
、
い
ひ
た
う
べ
さ
け
の
む
。
も
た
せ
来

り
し
三

ツ
角

飯

は
、
い
と
強
し
と
て
、
た
れ
も
た
う
べ
ず
。
こ
ゝ
よ
り
ふ
た
り
の
男

も
か
へ
し
つ
。
お
の
れ
か
ご
に
の
る
。

廿
日
、
天
け
は
れ
、
い
と
よ
け
れ
と
、
朝
の
ほ
ど

ハ
風
ふ
き
つ
。
大

は
ま

ハ
名
物
と
て
そ
ば
を
う
れ
と
、
う
ま
く
も
見
え
ね

ハ
、
見
つ
ゝ

過
ゅ
く
。
う
と
ふ
坂

ハ
小
き
坂
也
。
と
か
く
し
て
矢
作
里

へ
来
る
。

近
き
と
し
、
洪
水
い
て

ヽ
家
を
壊
し
、
人
馬
を
害
し
、
田
畑
こ
と

ノ
ヽ
く
あ
れ
て
、
洲
と
い
ふ
も
の
山
の
如
く
つ
も
り
、
今
は
た
も
の

植
る
わ
さ
も
な
し
か
た
く
、
い
と
あ
さ
ま
し
う
む
ね

（
３
オ
）
つ
ぶ

る
さ
ま
也
。
溺
死
の
人
こ
を
供
養
せ
し
法
華
宗
の
宝
塔
あ
り
。
他
の

て  し



宗
の
も
あ
り
。
柳
堂

林
願
開
帳
あ
り
と
て
、
挑
灯
軒
に
か
ゝ
け
て
あ

り
。
さ
て
、
橋
の
つ
め
な
る
笹
屋
と
い
ふ
に
や
す
ら
ひ
て
見
れ

ハ
、

橋
杭

ハ
た
ゞ
目
の
前
に
有
て
、
大
き
事
物
に
似
す
。
さ
な
か
ら
鬼
の

つ
く
は
ひ
た
る
如
し
。
さ
て
橋
を
わ
た
り
ゆ
く

に
、
げ

に
′
ヽ
長

し
。
弐
百
八
間
と
そ
い
ふ
な
る
。

矢
作
橋
た
ち
や
す
ら
ひ
て
詠
れ
ハ
む
か
ひ
の
岸
ハ
猶
は
る
か
な
り

こ
ゝ
よ
り
う
ら
の
方
の
近
ミ
ち
を
ゆ
け

ハ
、
八
丁
、
松
葉
橋
な
と

ハ

ミ
ず
。
や
か
て
岡
崎
の
町
へ
い
る
。
い
と
よ
き
家
つ
く
り
に
て
、
こ

ま
の
つ
め
な
と
い
ふ
か
ぢ
あ
り
。
つ
む
を
つ
く
る
こ
と

お
ひ
た
ゝ

し
。
か
ぢ
の
家
い
く
ら
も
並
あ
り
て
、
槌
の
音

い
と

か
し
ま
し
。

町
の
数
六
十
余
、
ま
ち
の
地
勢

ハ
十
七
曲
な
り
と
ぞ
。
ま
か
り
め

ノ
ヽ
、
辻
な
と
に
、
秋
葉
の
山

（
３
ウ
）
へ
奉
る
燈
籠

い
か
め
し

う
、
お
と
ろ
ノ
ヽ
し
う
つ
く
り
て
建
た
り
。
い
せ
の
御
神
を
新
た
に

祭
り
た
る
所
も
あ
り
。
こ
ハ
、
お
か
げ
ま
ゐ
り
の
頃
に
、
あ
ま
□
だ

り
ま
し
ノ
ヽ
た
る
御
祓
を
納
め
た
る
所
に
や
。
俳
優

の
芝
居
も
あ

り
。
町
の
口
に
看
板
い
だ
せ
り
。
城
下
な
が
ら
、
外
題
の
文
字
な
ど

墨
う
す
く
、
細
や
か
に
て
く
ち
を
し
け
り
。
岡
崎
の
出
口
を
、
投
の

丁
と
い
ふ
。
こ
れ
よ
り
藤
川
ま
て
一
里
も
あ
る
へ
し
。
知
立
よ
り
岡

崎
ま
て
ハ
、
多
く
は
小
松
林
に
て
、
左
も
右
も
ひ
ろ
や
か
な
る
野

也
。
こ
ゝ
よ
リ

ハ
や
ゝ
山
も
ち
か
く
な
り
ぬ
。
大
平
川
は
三
大
河
の

笠
亭
仙
果
の
江
戸
紀
行

一
ツ
に
て
、
げ
に
ひ
ろ
し
。
か
ん
ば
さ
き
と
い
ふ
あ
た
り
よ
り
、
右

の
方
に
万
燈
山
と
い
ふ
、
木
ど
も
し
げ
り
た
る
山
あ
り
。
雲
母
を
い

だ
す
と
そ
。
藤
川
を
こ
ゆ
れ

ハ
、
頓
て
八
幡
官
の
ミ
や
し
ろ
あ
り
。

舞
木
確
杜
云
と
ぃ
ふ
所
也
。
東
照
官
の
御
身
隠
し
ま
し
た
り
し
旧
跡
な

ど
あ
り
て
、
ひ
ろ
く
た
ふ
と
き
官
居
な
り
と
ぞ
。
山
中
の
里
よ
り
法

蔵
寺
村
ま
て

ハ
、
早
縄
、
苧

（
４
オ
）
の
ひ
も
、
あ
み
袋
の
類
を
売

る
家
お
ほ
か
り
。
宮
路
山
と
い
ふ
名
所

ハ
こ
の
あ
た
り
と
か
、
貝
原

ハ
い
は
れ
き
。
宮
路
山
を
こ
え
す
く
る
は
ど
に
赤
坂
の
よ
し
、
光
行

の
記
に
も
か
ゝ
れ
た
り
。
元
宿
は
昔
の
赤
阪
な
れ
は
、
こ
の
あ
た
り

な
る
べ
し
。

な
に
し
お
は
ヽ
わ
か
ふ
る
さ
と
の
見
え
も
せ
ん
の
ほ
ら
ま
ほ
し
き

官
路
山
か
な

か
ご
に
の
り
て
き
に
け
れ

ハ
、
岡
崎
よ
り
か
ち
に
て
ゆ
け
ど
も
い
と

は
や
く
、
わ
れ
の
ミ
ひ
と
り
さ
き
に
な
り
ぬ
。

な
け
や
な
け
お
く
れ
し
友
を
呼
子
鳥
ひ
と
り
過
行
山
中
の
里

法
蔵
寺
蛹
へ
ま
う
づ
。
二
村
山
と
い
へ
る
山
号
あ
れ
と
、
名
所
の
ハ

こ
ゝ
に
ハ
あ
ら
じ
。
猶
西
の
方
に
や
と
お
ぼ
し
。
此
て
ら
も
、
神
君

の
さ
う
し
か
け
給
ひ
し
と
い
ふ
松
、
硯
の
水
と
い
ふ
も

の
な
ど
あ

り
「
そ
の
水

ハ
石
坂
の
下
に
あ
り
、
文
化
元
年
四
月
十
七
日
江
戸
井

出
政
永
の
た
て
ら
れ
し
碑
あ
り

（
４
ウ
）
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
′
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武
尊
過
此
感
霊
泉
生
官
軍
止
渇
事
子
東
征

神
君
学
字
硯
水
日
清
大
哉
玖
徳
存
賀
勝
名

こ
の
て
ら
の
間
の
辺
の
し
た
り
桜
さ
き
ミ
た
れ
た
り
。
時
な
ら
ね

ば
、
め
つ
ら
か
に
お
ぼ
ゆ
。

は
や
縄
に
よ
り
て
や
春
を
つ
な
げ
か
し
こ
の
お
は
て
ら
に
さ
く
糸

桜
こ
ハ
戯
れ
の
歌
也
。
長
沢
と
い
ふ
は
、
並
木
を
ニ
ツ
ヘ
だ
て
ゝ
、
げ

に
な
が
き
む
ら
也
。
赤
坂
へ
来
る
に
、
む
か
し
も
今
も
う
か
れ
づ
ま

の
名
あ
る
所
な
れ
ど
、
発
心
の
媒
と
な
る
へ
き
は
か
り
の
女
ハ
、
ふ

と
も
見
あ
た
ら
す
。
五
井
ヘ
ハ
た
ゝ
十
六
町
の
所
に
て
、
短
き
な

ハ

て

一
ツ
こ
ゆ
る
の
み
也
。
日
は
な
ほ
く
れ
果
ね
ど
、
ご
ゆ
の
あ
ふ
ミ

や
と
い
ふ
へ
や
ど
る
。
店
に
て

ハ
、
こ
ま
も
の
な
ど
あ
き
な
ふ
め

り
。
き
た
な
げ
な
き
家
也
。
つ
れ
ノ
ヽ
に
こ
そ
お
ハ
す
ら
め
と
て
、

女
ど
も
の
、
ふ
る
き
く
さ
さ
う
し
も
ち
い
で
た
る
を
、
あ
る
し
の
お

き
な
、
あ
な

（５
オ
）
見
ぐ
る
し
、
猥
か
ハ
し
き
も

の
を
と

い
ひ

て
、
と
り
か
く
す
こ
そ
つ
き
な
け
れ
。
こ
ハ
、
司
人
と

い
ふ
も

の

ハ
、
珈
の
あ
や
ま
ち
を
も
と
か
め
て
、
事
あ
れ
か
し
と
お
も
ふ
人
あ

る
も
の
な
れ

ハ
、
か
く
あ

ハ
て
か
く
せ
る
な
め
り
。
わ
ら
ひ
本
な
と

い
ふ
に
ハ
あ
ら
ぬ
を
。

廿

一
日
、

日
出

る

こ

ろ
宿

り
を

い
づ

。
国

府

こ
鋼
ｂ
と

い
ふ
所
、

よ
き

一
〇
四

家
あ
り
。
小
田
ぶ
ち
縄
手
と
い
ふ
あ
り
。
俗
お
た
ぶ
つ
な

ハ
て
と
い

ふ
、
こ
ゝ
敷
。
唐
の
俗
語
に
つ
ひ
に
死
に
た
る
事
を
、
鳴
呼
哀
哉
と

い
へ
る
に
似
た
る
心
ば
え
の
俗
語
也
。
桜
町
と
い
ふ
は
、
並
木
の
松

の
間
に
、
桜
の
木
ど
も
ま
じ
り
て
咲
た
り
。
中
納
言
の
お
は
し
ま
さ

ハ
、
松
に
あ
え
よ
と
泰
山
府
君
を
や
祈
り
給
ふ
ま
し
。
茶
屋
町
に
、

り
や
う
か
う
さ
ん
と
か
い
ふ
茶
う
る
店
あ
り
。
朝
寝
し
た
る
に
や
、

今
戸
な
と
あ
く
る
め
り
。
よ
し
田
の
入
日
の
大
川

ハ
、
豊
川
と
い
ふ

に
て
、
橋
は
百
二
十
間
あ
り
と
な
ん
。
滝
川
の
末
に
て
、
海

へ
ち
か

く
、
い
せ
の
あ
た
り
へ
出
る
船
お
は
く
、
船
宿
の

（５
ウ
）
な
ら
ひ

た
り
。
こ
ゝ
も
城
下
な
れ

ハ
、
家
居
つ
き
／
ヽ
し
。
い
ろ
あ
る
く
ゞ

つ
も
見
ゆ
れ
と
も
、
い
て
や
三
階
よ
り
ま
ね
く
さ
ま
も
な
く
、
た
ば

こ
の
ま
ぬ
身

ハ
、
名
固
き
は
く
ち
も
は
し
か
ら
す
。
た
ゞ
過

に
過

行
。
二
川
ま
て

一
里
余
り
の
間
、
左
リ

ハ
山
近
く
そ
ひ
え
、
右
に
松

林
ひ
ろ
く
、
海
遠
か
ら
す
。
火
打
坂
と
い
ふ
あ
り
。
尉
姥
と
い
ふ
石

あ
り
。
た
い
ま
つ
峠
と
い
ふ
も
こ
の
あ
た
り
に
て
、
山
高
う
も
の
す

ご
く
お
ほ
ゆ
。
大
な
る
岩
を
つ
み
あ
け
た
る
山
お
ほ
く
、
都
路
に
て

い
は
ゞ
、　
一
の
瀬
、
筆
捨
の
あ
た
り
に
似
た
り
。
こ
の
あ
た
り
に

て
、火

打
さ
か
よ
し
だ
は
く
ち
も
む
や
く
也
よ
る
も
ま
よ
わ
し
た
い
ま

つ
嶺



と
い
ふ
。
あ
な
つ
た
な
の
狂
耳
や
と
、
お
の
ノ
ヽ
わ
ら
ふ
。
ま
こ
と

や
石
巻
山
と
い
ふ
も
あ
り
き
。
式
内
の
神
の
ミ
や
し

ろ
あ

る
よ
し

也
。
右
に
は
、
い
わ
や
観
音

へ
の
道
あ
り
。
此
山
の
峰
に
、
銅
仏
の

観
音
立
給

へ
り
。
遠
く
ょ
り
よ
く
見
ゆ
。
ニ
タ
川
よ
り
自
菅
ま
で

ハ

家

（
６
オ
）
居
も
な
く
、
化
物
塚
と
か
い
ふ
所
に
、
小
家
三
四
軒
も

あ
り
。
さ
り
な
か
ら
、
松
の
並
木

ハ
よ
そ
よ
り
も
う

つ
く

し
げ

に

て
、
見
所
あ
り
。
こ
ゝ
ハ
か
こ
に
の
り
て
行
。
し
ら
す

か

の
入

ロ

に
、
猿
か
ば
ん

ハ
と
い
ふ
あ
り
。
木
曽
路
に
も
同
じ
名
あ
り
。
こ
ゝ

に
て
も
柏
餅
を
う
る
也
。
猿
か
馬
場
な
ら
ん
を
、
茶
店
の
か
ん
ば
ん

に
、
猿
か
姥
と
か
け
る

ハ
、
い
は
れ
な
き
事
と
も
也
。
自
す
か
の
出

口
に
て
、
錫
ニ
ッ
を
八
文
に
て
か
ひ
、
い
ひ
た
う
べ
つ
る
を
、
あ
と

よ
り
つ
れ
の
も
の
二
人
き
て
、
今
な
ん
生
錫
を
十
フ
十
二
文
に
て
買

し
が
、
い
と
や
す
か
ら
す
や
と
て
、
は
こ
り
か
に
い
ふ
に
、
さ
て
は

お
の
れ
の
ハ
い
と
ノ
ヽ
た
か
か
り
し
と
て
、
く
や
し
か
れ
と
す
べ
も

な
し
。
汐
見
坂
よ
り
南
を
み
れ

ハ
、
下

へ
つ
ら
な
る
山
ｔ
や
う
ノ
ヽ

低
く
、
長
く
も
ま
ろ
く
も
け
た
に
も
、
さ
ま
／
ヽ

の
か
た
ち
を
し

て
、
あ
る

ハ
く
は
み
、
あ
る

ハ
め
ぐ
り
、
松
、
さ
な
ら
ぬ
木
ど
も
、

た
み
の
家

（６
ウ
）
居
、
山
畑
、
何
も
′
ヽ
た
ゝ
一
寸
二
寸
は
か
り

に
ミ
え
て
、
さ
て
、
は
て

ハ
い
と
ノ
ヽ
ひ
ろ
く
お
ほ
き
や
か
に
、
日

の
お
よ
ぶ
か
ぎ
リ

ハ
海
に
て
、
か
の
遠
江
灘
と
い
ふ
所
也
。
江
戸

へ

笠
亭
仙
果
の
江
戸
紀
行

か
よ
ふ
大
船
も
、
た
ゝ
木
の
葉
の
ち
り
た
る
如
く
、
物
は
か
な
く
ミ

ゆ
。
か
ゝ
る
お
も
し
ろ
き
け
し
き

ハ
多
く
も
あ
ら
す
。
ふ
じ
み
の
松

と
い
ふ
あ
る
に
、
か
の
山
も
や
ゝ
め
を
と
ゞ
む
れ
と
、
霞
に
か
く
れ

て
か
ひ
な
し
。

か
く
て
ま
た
ふ
じ
の
高
根
の
見
え
も
せ
は
汐
見
坂
に
て
け
ふ
く
ら

さ
ん

し
ば
ら
く

ハ
た
ち
ゐ
た
り
。
と
ふ
げ
の
く
わ
ん
音
堂
有
。
海
上
目
当

の
常
燈
明
と
い
ふ

ハ
、
一ハ
角
の
か
た
ち
に
て
、
あ

か
く

ぬ
り
た
る

也
。
こ
の
坂
を
く
た
り
尽
せ

ハ
、
漁
家
少
し
あ
り
て
、
海
ば
た
へ
い

と
ち
か
し
。
鰯
多
く
と
れ
た
り
と
て
、
老
た
る
も
わ
か
き
も
、
女
も

こ
ど
も
も
、
を
け
か
ご
な
と
も
ち
て
、
も
ら
ひ
に
と

て

い
そ
ぎ
ゆ

く
。
い
は
し

（
７
オ
）
を
洗
ひ
、

撰
り
な
ど
す
る
家
も
あ
り
。
十
フ

い
く
ら
と
と

ヘ
ハ
、
八
文
ば
か
り
に
こ
そ
と
い
ふ
。
又
山
本
、
ち
ゆ

ら
な
と

ハ
か
ふ
め
り
。
海

へ
出
て
見
て
あ
れ

ハ
、
ま
さ
ご
ぢ
も
ひ
ろ

く
、
海

ハ
む
か
ふ
も
左
も
右
り
も
か
き
り
な
く
ひ
ろ
く
、
風
の
な
き

た
る
日
し
も
、
波
は
、
お
と
ろ
／
ヽ
し
く
な
き
さ

へ
も
よ
せ
て
、
か
も

め
の
む
ら
か
り
あ
そ
ふ
さ
ま
、
い
か
な
る
つ
よ
き
筆
の
ゑ
し
に
か
ゝ

せ
た
り
と
も
、
よ
わ
ノ
ヽ
し
く
な
り
て
、
か
き
お
と
り
す

へ
く
お
ほ

ゆ
。
例
の
大
船
、
い
と
ち
い
さ
く
見
ゆ
。

た
ち
さ
わ
く
鳥
の
つ
ば
さ
に
か
ぐ
る
ひ
て
沖
行
ふ
ね
の
ミ
え
み
ミ

一
〇
五



え
ず
み

げ
に
修
の
網
二
所
三
所
へ
よ
り
て
、
鍬
も
て
か
き
い
だ
し
、
儀
べ
に

つ
み
あ
け
つ
ミ
な
ら
べ
、
人
に
も
お
ほ
く
や
る
。
す
べ
て
こ
の
魚
を

つ
み
お
け
る
所
、
小
山
の
如
く
て
、
い
く
所
に
も
あ
り
。
し
は
か
ぜ

ハ
た
ヽ
こ
の
か
は
り
に
な
り
て
、
い
ふ
せ
け
れ
は

（７
ウ
）、
さ
ら

ハ
と
て
も
と
の
道
へ
い
で
、
元
自
す
か
を
ゆ
く
に
、
い
や
し
き
も
の

ゝ
子
ど
も
、
八
文
ノ
ヽ
と
の
み
い
ひ
て
、
わ
ら
じ
を
つ
き
つ
け
ノ
ヽ

う
圏
。
か
く
て
あ
ら
ゐ
へ
つ
き
、
こ
の
つ
か
さ
の
下
、
か
つ
さ
平
吉

と
か
い
ふ
ハ
、
山
本
某
の
し
る
人
な
れ

ハ
、
よ
ひ
出
し
て
船
の
事
か

た
ら
ふ
。
名
物
と
い
ヘ
ハ
う
な
ぎ
や
か
せ
て
、
い
ひ
た
う
べ
さ
け
の

み
、
さ
て
船
に
の
り
、
今
切
を
わ
た
る
。
天
気
い
と
よ
く
、
波
も
し

つ
け
く
、
風
す
こ
し
あ
り
て
、
ょ
き
追
手
也
。
北
は
湖
の
あ
と
な
れ

と
、
ひ
ろ
く
て
は
て
も
ミ
ヘ
す
。
我
あ
つ
た
の
渡
海
の
こ
ゝ
ち
す
。

半
道
ば
か
り
あ
な
た
よ
り
舞
坂
の
き
し
ま
で
、
土
手
と
い
ふ
も
の
ゝ

こ
と
き
も
の
を
大
き
く
つ
く
り
、
二
つ
ら
に
き
づ
き
、
大
な
る
く
い

も
て
水
を
せ
き
、
松
を
う
ゑ
、
岩
を
く
み
て
、
中
を
川
の
こ
と
く
し

た
れ

ハ
、
あ
ら
き
波
つ
よ
き
風
に
も
あ
や
ま
ち
な
し
。
か
く
な
り
し

ハ
宝
永

（８
オ
）
の
頃
に
て
、
い
と
た
ふ
と
き
お
は
や
け
の
ミ
め
く

み
に
な
ん
。
舞
坂
へ
あ
が
り
、
ひ
た
も
の
行
に
、
足
い
た
く
つ
か
れ

て
、
日
も
く
れ
ぬ
べ
く
、
心
い
た
う
く
し
た
り
。
蓮
池
と
い
ふ
か
道

一
〇
六

の
右
に
あ
ん
な
る
を
、
六
七
丁
の
長
さ
も
あ
る
べ
き
が
、
十
丁
も
十

五
丁
も
あ
る
や
う

に
お
ほ
え

た
り
。
わ
か
は
や
し
、
鳥
居
な

ハ
て

な
と
を
ゆ
く
時
は
、
夕
間
に
て
ま
く
ろ
に
な
り

た
る
を
、
た
ど
り

ノ
ヽ
、
う
め
き
ノ
ヽ
浜
松

へ
つ
き
、
江
戸
屋
と
い
ふ
に
い
る
。
よ
き

家
な
ら
ね
と
、
兄
弟
の
む
す
め
、
さ
す
か
に
き
よ
け
な
る
が
、
い
と

ね
ん
こ
ろ
に
物
す
る
に
そ
、
心
も
な
く
さ
み
て
う
ち
ふ
し
ぬ
。
か
の

い
わ
し
や
か
せ
た
れ
と
、
魚
に
も
あ
き
て
、
た
ゝ
け
し
き
は
か
り
お

の
ノ
ヽ
く
ひ
つ
。

た
ひ
衣
に
は

ハ
せ
も
せ
て
あ
ち
き
な
く
心
ひ
く
ま
の
の
へ
の
は
り

原
廿
二
日
、　
一
里
ば
か
り
行
て

日

い
づ
。
こ
ゝ
ハ
長
田
の
松
原
と

い

ふ
。
む
か
ふ
を
見
れ

ハ
、
出
る

（
８
ウ
）
に
つ
ぎ
て
、
あ
か
き
も
の

ひ
ら
め
く
を
、
ち
か
づ
き
ミ
れ

ハ
、
大
な
る
升
だ
こ
に
て
、
鶴
の
画

を
し
ろ
く
ゑ
り

出
て
、　
べ
に
も

て
染
た
る
色
、
物

に
似
ず

う

つ

く
し
。

す
べ
て
ミ
か

ハ
、　
と
は
つ
あ
ふ
み
、　
す
る
が
、　
い
つ
こ
も

ノ
ヽ
、
た
こ
を
も
て
あ
そ
ふ
事
い
と
お
は
し
。
う
る
家
も
少
な
か
ら

す
。
制
も
拙
か
ら
す
。
升
と

ｎ
Ｕ

の
か
た
ち
の
い
と
お
ほ
く
、あ
ふ

き
、　
あ
む
な
と

ハ
な
し
。

わ
さ
を
き
の
役
者

の
か
は
、　
武
者
絵
な

と
、
絵
も
拙
か
ら
す
。
せ
ん
じ
す

ハ
う
を
も
ち
ふ
る
事
、
は
た
上
手

に
て
、
い
ろ
う
る
は
し
。
さ
て
こ
の
つ
る
の
た
こ
を
あ
け

ゐ
た
る



所

ハ
、
橋
場
と
い
ふ
所
也
。
薬
師
新
田
に
て
休

ミ
、
か
や

ん
場
を

過
ク
。
俗
は
あ
ん
ま
と
い
ふ
。
こ
の
方
、
人
よ
く
し
れ
り
。
中
の
町

と
い
ふ
所

ハ
、
京
と
江
戸
の
半
に
あ
た
る
と
ぞ
い
ふ
な
る
。
天
竜
川

ハ
ニ
筋
あ
り
。
西
の
を
大
天
竜
と
て
、
い
と
ひ
ろ
し
。
と
も
に
い
と

は
や
き
川
な
り
。
川
の
は
ヽ
ハ
十
町
も
あ
る
へ
し

（
９
オ
）

さ
か
の
は
り
又
さ
し
く
た
す
わ
た
し
ふ
ね
瀬
は
や
き
水
を
さ
を
に

く
た
さ
て

池
田
に
ゆ
や
の
墓
あ
り
。
よ
り
て
見
ず
。
近
み
ち
よ
り
見
付

へ
ゆ

く
。
山
ニ
ツ
こ
ゆ
る
也
。　
三
百
坂
、　
二
百
む
ら
な
と
い
ふ
所
あ
り
。

見
付

ハ
い
と
よ
き
家
づ
く
り
也
。
台
よ
り
み
れ
と
、
猶
ふ
じ

ハ
見
え

す
。
今
切
に
て
も
う
ち
な
げ
き
し
を
、
中
ノ
ヽ
く
も
れ
翫畷導
ザ
旬一

叡
鞍
（』記量の証詢
ほ
てな
と
、
ま
け
し
ご
ゝ
ろ
に
い
ひ
つ
ゝ
、
袋
井
よ

り
か
ご
に
の
る
０
か
け
川
へ
い
た
る
見
付
と
の
間
に
、

ミヽ
か
の
坂
と

い
ふ
山
み
ち
あ
り
。
ミ
か
の
川
と
い
ふ
も
あ
り
。
五
色
山
と
い
ふ
山

も
あ
り
。
袋
井
の
あ
な
た
に
、
く
つ
べ
、
な
ぐ
り
な
と
に
て
は
、
う

き
よ
ご
さ
と
て
、
紋
あ
る
む
し
ろ
を
、
わ
か
き
女
ど
ち
織
い
た
し
て

う
る
。
お
る
さ
ま
、
め
つ
ら
か
に
ら
う
た
し
。
小
池
と
い
ふ
に
ハ
、

械
多
五
十
軒
は
か
り
あ
り
。
さ
う
り
、
金
剛
な
と
に
な
ら
べ
て
あ

り
。
場
と
は
な
を
の
は
つ
を
つ
く
り
て
、
江
戸
へ
お
く
る
と
ぞ
。
か

け
川
い
り
く
ち
に
、
十
九
首
川
と
い
ふ

（
９
ウ
）
あ
り
。
何
の
意
か

笠
亭
仙
果
の
江
戸
紀
行

解
け
ず
。
こ
の
城
下

ハ
葛
布
名
高
し
。
問
屋
い
か
め
し
き
店
あ
り
。

さ
て
は
あ
ゐ
ざ
め
、
さ
し
た
び
な
ど
も
う
る
。
出

口
に

一
ツ
の
庵
あ

り
。
は
か
な
き
垣
根
に
そ
ひ
て
、
若
木
の
桜
二
本
三
本
、
葉
か
く
れ

に

一
ふ
さ
つ
ゝ
、
枝
お
も
げ
に
花
さ
き
た
る
、
い
ミ
し
う
を
か
し
。

こ
の
庵
に
て
、
女
の
声
し
て
歌
う
た
ひ
、
三
弦
ひ
く
。
し
ら
べ
急
に

て
、
三
下
り
な
ど
に
や
、
同
じ
ふ
し
を
、
く
り
か
へ
し
ノ
ヽ
、
い
き

も
つ
か
ず
う
た
ふ
が
、
物
あ

ハ
れ
に
き
こ
ゆ
。
し
や
う
か
も
ひ
な
ひ

た
れ
と
、
に
く
げ
な
き
文
章
な
り
。
う
た
い
は
つ
る
を
ま

ち
て
入

て
、
何
な
る
可
そ
と
と
ひ
た
れ

ハ
、
江
尻
の
人
と
め
女
の
、
さ
る
人

と
と
も
に
死
し
た
る
を
種
に
て
作
り
た
る
は
や
り
小
耳
の
よ
し
、
い

へ
り
。

お
も
は
へ
ぬ
涙
を
袖
に
か
け
川
や
よ
そ
の
う
き
せ
を
お
も
ひ
や
り

つ
ゝ

西
坂
の
入
口
あ
た
り
に
、
こ
と
の
ま
ゝ
の
明
神
ま
し
ま
す
よ
し
は
、

古
き
日
記
と
も
に
見
え

（１０
オ
）
た
れ

ハ
、
い
つ
れ
ぞ
な
と
と

へ

ど
、
里
人
も
し
ら
す
と
。
し
ら
れ
ぬ
も
の
を
、
さ
の
ミ
き
ゝ
け
ん
と

い
は
れ
ん
も
を
こ
也
と
て
、
む
な
し
く
す
ぐ
。
西
坂
は
、
宿
の
い
り

く
ち
よ
り
坂
ミ
ち
に
し
て
、
家
居
も
、
地
勢
に
し

た
か
ひ
て
建

た

り
。
か
な
や
ま
て
二
里
は
か
り
の
ほ
ど
、
け
は
し
き
山
路
に
て
、
ミ

ち
は
ひ
ろ
く
て
よ
け
れ
と
、
い
き
あ

へ
ぎ
て
、
あ
ゆ
み
ぐ
る
し
。
か

一
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の
西
行
の
法
師
の
、
命
な
り
け
る
も
よ
ま
れ
し
所
な
り
。

さ
ゝ
ん
ざ
の
は
ま
ま
つ
い
て
ヽ
今
そ
ゆ
く
こ
の
さ
ゝ
の
は
の
さ
や

の
中
山

阿
仏
尼
の
日
記
に
も
あ
る
ご
と
く
、
心
細
く
あ

ハ
れ
な

る
山
越

に

て
、
見
所
な
し
。
す
こ
し
行
と
、
よ
な
き
石
と
い
ふ
丸
き
石
に
、
あ

み
た
ふ
つ
の
六
字
ゑ
り
た
る
か
、
ま
ろ
ば
し
あ
り
。
い
と
き
た
な
け

に
こ
ち
な
し
。
こ
れ
を
も
え
せ
も
の
は
、
□
刻
に
す
め
り
。
墨
に
て

汚
れ
た
り
。
こ
そ
た
て
の
く
わ
ん
お
ん
、
名
物
の
水
鈴
も
、
か
の
手

女
の
こ
ろ
さ
れ
し
と
い
ふ
も

（Ю
ウ
）
の
か
た
り
に
よ
り
、
ま
う
け

た
る
も
の
と
お
ぼ
ゆ
。
あ

ハ
が
た
け
は
、
か
の
む
け
ん
の
か
ね
の
あ

る
山
な
り
。
遠
日
か
ね
あ
れ
は
の
ぞ
く
。
か
た
は
ら
の
人
、
あ
の
杉

の
し
け
り
た
る
、
こ
ふ
か
き
ミ
ね
が
観
音
堂
、　
一
本
え
た
を
た
れ
た

る
か
か
ね
か
け
松
ぞ
と
を
し
ふ
る
な
と
、
ま
ね
ば
ん
も
え
う
な
し
。

て
う
ぢ
／
ヽ
あ

ハ
ヽ
か
た
け
の
麓
と
て
こ
を
そ
た
て
た
る
ミ
ほ
と

け
も
あ
り

と
は
、
た
は
ふ
れ
な
り
。
ま
こ
と
や
、
か
の
手
女
の
事
か
き
た
る
縁

起
や
う
の
も
の
、
所
こ
に
て
う
る
。
峠
に
、
か
の
あ
め
う
る
家
い
く

ら
も
あ
り
て
、
わ
か
き
女
ど
も
よ
そ
は
ひ
た
て
ゝ
、
い
ろ
あ
る
き
ぬ

き
つ
ゝ
、
人
だ
に
と
は
れ

ハ
、
あ
め
を
も
ち
に
つ
ゝ
む
ま
ね
し
て
、

あ
め
の
も
ち
か
ひ
な
引
と
よ
ひ
た
つ
る
声
、
い
と
か
し
ま
し
。
い
つ

一
〇
八

れ
の
女
も
ミ
に
く
か
ら
す
。
宿
屋
の
婢
、
茶
屋
の
女
ど
も
と

ハ
こ
よ

な
く
、
人
の
娘
め
き
品
た
か
き
も
あ
ん
な
る
に
、
ち
ゆ
ら

ハ
た
ち
よ

り
や
す
ら
ゐ
て
、
な
に
し
か
人
を
な
ど
枯
吟
ｒ

力ヽ東
爆
わ
漣
絆
¨
神
狛
瞥
「
に
ず

ん
じ
つ
ゝ

（Ｈ
オ
）
、
か
へ
り
み
か
ち
に
ゆ
く
め
り
。
又
か

の
あ

ハ

が
た
け
は
、
式
内
の
御
神
ま
し
ノ
ヽ
た
る
所
な
り
。
む
け
ん
の
か
ね

な
と
、
け
か
れ
た
る
名
の
み
高
く
な
り
し

ハ
、
い
と
な
け
か
は
し
。

さ
て
峠
を
く
た
り
ゆ
け

ハ
、
菊
川
と
い
ふ
所
、
宗
行
の
君
の
事
お
も

へ
は
、
け
に
く
ち
を
し
。
金
谷
坂
よ
リ
ミ
れ

ハ
、
谷
間
よ
り
金
谷
の

宿
、
大
井
川
よ
く
ミ
え
て
、
い
と
よ
き
け
し
き
也
。
日
か
た
ふ
き
ぬ

れ

ハ
、
い
そ
き
く
た
り
て
、
大
井
川

へ
ゆ
く
。
川
役
所
に
て
銭
い
だ

し
、
割
符
を
と
り
、
川
岸

へ
ゆ
く
。
九
十
四
文
川
に
て
、
水
あ
さ
か

ら
す
。
二
人
を
連
台
に
て
、
六
人
か
ゝ
り
て
わ
た
す
と
な
ん
。
川
原

を
ゆ
く
ほ
と
、
い
と
は
る
か
也
。
ま
さ
ご
に
は
あ
ら
で
、
大
な
る
石

と
も
な
れ

ハ
、
足
い
と
い
た
し
。
水
の
流
レ
い
く
す
ぢ
も
あ
り
て
、

十
間
十
五
間
、
又
七
間
八
間
の
も
あ
り
て
、
か
り
は
し
か
け
た
り
。

か
ら
う
じ
て
河
き
し

へ
の
ぞ
む
に
、
川
こ
し
ご
や
の
か
ゞ
り
火
の
ほ

か
け
も
物
す
ご
く
、
小
山
の
こ
と
き
大
男
、
ぬ
れ

た
る
み
を
あ

ふ

り
、
酒
な
ど
た
べ

（Ｈ
ウ
）
ゐ
た
る
さ
ま
、
遠
き
ょ
り
き
ぬ
る
女
と

も
は
、
げ
に
お
そ
ろ
し
く
こ
そ
お
も
ふ
ら
め
。
は
や
う
ノ
ヽ
と
も
よ

ほ
す
に
、
い
さ
と
て
、
連
台
も
ち
い
づ
。
は
し
ご
の
大
な
る
や
う
の



も
の
に
て
、
あ
か
ら
さ
ま
な
る
台
な
れ

ハ
、
あ
や

ふ
さ

か
き

り
な

く
、
日
も
く
れ
て
く
ら
し
。
水
は
深
く
は
や
く
、
自
く
に
ご
り
て
、

い
つ
れ
も
ノ
ヽ
心
お
た
や
か
な
ら
す
。
千
玲
と
ふ
た
り
、
あ
し
く
み

合
ひ
て
、
ミ
を
縮
め
を
る
ぞ
、
え
い
と
か
き
あ
げ
て
を
ど
り
い
り
、

こ
ゑ
い
さ
ま
し
く
よ
ひ
つ
れ
て
、
た
か
く
さ
し
あ
け
、
左
右

へ
ふ
り

て
、
拍
子
よ
く
あ
ゆ
み
も
て
ゆ
く
に
、
あ
や
ふ
さ
も
わ
す
れ
、
と
も

に
イ
ヤ
ノ
ヽ
と
い
は
ま
は
し
。
い
さ
ゝ
か
あ
や
ま
ち
な
く
こ
え
て
、

又
橋
と
も
い
く
ら
も
わ
た
り
、
六
軒
や
八
軒
や
な
ど
す
き
行
ク
に
、

ミ
ち
あ
し
く
、
く
ら
く
て
、
例
の
た
ど
リ
ノ
ヽ
、
し
ま
だ
の
大
や
ぶ

や
と
い
ふ
に
つ
き
ぬ
。
川
も
や
す
く
こ
え
ぬ
る
よ
し
を
、
国

へ
せ
う

そ
こ
し
て
つ
げ
や
る

（１２
オ
）
ｏ

廿
三
日
、
や
と
よ
り
藤
枝
ま
て

か
ご

に
の
る
。
と
ち
山
、
道
悦
む

ら
、
青
し
ま
、
せ
ど
、
し
だ
な
ど
、
い
ろ
ノ
ヽ

の
む
ら
あ
り
て
、
せ

と
川
な
り
。
水
ま
さ
り
て
、
か
ち
ご
し
也
。
か
ご
に
の
り
た
れ

ハ
、

人
ふ
た
り
し
て
、
か
ご
を
て
に
さ
ゝ
げ
て
わ
た
る
。
か
ご
か
き
は
か

ち
わ
た
り
也
。
藤
枝
よ
り
、
水
も
り
、
又
鬼
島
、
あ
さ
ひ
な
川
、
よ

こ
う
ち
村
な
と
い
ふ
所
あ
り
。
岡
部
の
宿
を
い
で
、
や
う
ノ
ヽ
山
道

也
。
長
願
寺
坂
、
十
石
坂
な
と
い
ふ
所
あ
り
。
ゆ
や
ご
ん
げ
ん
の
ま

し
ま
す
と
か
い
ふ
あ
た
り
ょ
り
、
山
を
の
は
る
こ
と
、
い
と
ノ
ヽ
さ

か
し
。
こ
ゝ
ハ
、
か
の
う
つ
の
山
越
に
な
ん
あ
り
け
る
。
け
に
こ
の

笠
亭
仙
果
の
江
戸
紀
行

あ
た
り
へ
く
る
ま
で
、
ふ
る
さ
と
人
に
ハ
ひ
と
り
た
に
あ

ハ
ず
。
さ

れ
と
も
心
細
き
ミ
ち
も
な
け
れ

ハ
、
旅
の
こ
ゝ
ち
も
せ
て
日
を
か
さ

ね
ゆ
く
も
、
ゆ
た
か
な
る
御
代
の
め
く
み
な
り
け
り
。
た
ふ
け
に
地

蔵
堂
あ
り
。
こ
の
し
た
に
、
い
さ
ゝ
か
の
よ
し
す
も
て
か
こ
ひ
た
る

や
す
ら
ひ
所
、
ひ
と
ヽ
こ
ろ
あ
り
て
、
か
た
め
し
ひ
た
る
、
む
そ
ぢ

ば
か
り
の
う
バ
、
団
子
、
い
も
な
ど
く
し
に

（１２
ウ
）
さ
し
、
あ
ぶ
り

て
う
り
を
り
。
や
す
ら
ひ
て
、
砂
糖
の
醤
油
の
と
、
と
り
く
ら
ひ
、

茶
く
み
つ
ゝ
、
の
み
に
の
む
に
、
う
バ
打

わ
ら

ひ
て
、
い
か
ふ
君

た
ち

ハ
西
の
く
に
の
人
と
見
ゆ
る
を
、
よ
に
た
や
す
げ
な
る
も
の
ゝ

く
ひ
や
う
か
な
。
す
べ
て
か
み
か
た
の
人

ハ
、　
一
義
二
銭
を
も
か
る

ノ
ヽ
し
く
は
つ
ひ
や
さ
ず
。
さ
い
つ
こ
ろ
、
こ
の
所

へ
四
人
つ
れ
た

る
旅
人
き
つ
。
詞
づ
か
ひ
、
京
人
と
お
ほ
ゆ
。
わ
す
る
ば
か
り
や
す

ら
ひ
ゐ
て
か
ら
し
て
、
団
子

一
く
し
か
ひ
、
壱

ッ
ツ
ヽ
わ
け
て
四
人

し
て
く
ひ
尽
し
、
茶
を
い
く
ら
と
も
な
く
の
む
。
さ
て
な
ん
、
銭
四

文
置
て
い
な
ん
と
せ
し
か
バ
、
あ
ま
り
に
く
さ
に
、
や
よ
た
び
の
と

の
た
ち
、
う
バ
が
茶
は
、　
一
桶
の
水
も
麓
よ
り
は
こ
ベ

ハ
、
た
ゞ
の

ま
れ
て
は
、
す
ぎ

ハ
ひ
な
り
が
た
し
。
お
ほ
く
と
も
い
は
じ
、　
一
人

前
四
文
ツ
ヽ
給

へ
。
さ
ら
ず

ハ
、
得
こ
そ
た
ゝ
せ
し
と
て
、
つ
ひ
に

十
六
文
の
茶
代
を
な
ん
と
り
た
り
し
。
然
れ
と
も
、
物
に
な
ひ
、
馬

ひ
く
く
も
す
け
を
の
こ
に
ハ
、
い
つ
も
ノ
ヽ
、
茶

に
ま
れ
水

に
ま

一
〇
九



れ
、
ほ

（１３
オ
）
ど
こ
し
て
を
し
と

ハ
お
も

ハ
す
。
か
れ

ハ
、
そ
の

や
ふ
さ
か
な
り
し
を
に
く
み
て
な
り
。
君
た
ち
の
く
ひ
ざ
ま
を
見
れ

ハ
、
さ
る
人
と

ハ
い
と
こ
よ
な
し
と
、
た
わ
ふ
れ
つ
ゝ
い
ふ
に
、
い

な
ノ
ヽ
も
の
は
た
う
べ
て
も
、
銭
は
す
く
な
く
お
く
ま
ら
う
ど
に
こ

そ
、
と
い
ヘ
ハ
、
さ
や
う
に
つ
ミ
な
く
も
の
ゝ
た
ま
ふ
人
は
、
我
好

む
所
な
り
。
な
ど
か
物
を
し
み
せ
ん
、
な
ど
い
ふ
。
あ
き
な
ひ
上
手

の
う
バ
の
君
や
と
わ
ら
ふ
。
ま
た
い
ふ
、
君
た
ち
の
ご
と
く
、
あ
さ

れ
ば
み
て
あ
る
き
給

ハ
ヽ
、
や
と
リ
ノ
ヽ
に
て
出
を
ん
な
を
、
こ
と

さ
ら
に
や
す
ゝ
む
べ
き
。
こ
よ
ひ

ハ
え
じ
り
か
、
お
き
つ
か
。
お
き

つ
は
、
う
る
さ
く
し
ひ
、
す
ゝ
む
る
な
ら

ハ
し
な
り
、
な
ど
い
ふ
。

銭
な
し
と
見
て
や
、
か
へ
と
も
い
は
ず
、
中
／
ヽ
に
心
安
し
な
と
い

ひ
て
、
こ
ゝ
を
た
ち
い
づ
。
う
バ
猶
い
ふ
、
お
の
れ

ハ
を
つ
と
に
早

う
わ
か
れ
て
、
久
し
く
や
も
め
也
。
孫
は
は
べ
り
。
麓
に
て
、
松
や

忠
八
と
な
ん
い
へ
る
。
よ
り
て
ゆ
る
や
か
に
や
す
ら
ひ
給

へ
、
と
い

ひ
し
を
、
し
ら
ず
て
こ
そ

（１３
ウ
）
う
ち
過
し
か
、
十
団
子
は
か
へ

り
。
ず
ゝ
の
こ
と
く
い
十
ヲ
ツ
ヽ
糸
に
貫
た
る
も
の
也
。
″
野
υ

こ

れ
よ
り
切
通
し
、
河
原
、
矢
の
沢
、
あ
か
め
が
谷
、
一
一間
や
な
と
い
ふ

あ
た
リ

ハ
、
道
い
と
ひ
ろ
き
所
は
あ
れ
と
、
山
深
き
こ
ゝ
ち
し
て
、

水
も
清
く
、
こ
ゝ
ろ
す
教
て
、
さ
ひ
し
き
あ
た
り
也
。
丸
子
ば
し
よ

り
す
こ
し
お
く
に
、
柴
屋
軒
宗
長
法
師
の
あ
と
あ
れ
と
、
よ
ら
ず
。

一
一
〇

ま
り
こ
へ
入
ル
。
池
田
や
と
い
ふ
茶
見
せ
、
家
も

ひ
ろ
く
き

よ
け

也
。
入
て
こ
し
う
ち
か
く
る
に
、
杉
の
木
の
文
台
に
、
桐
の
木
の
硯

箱
、
た
く
さ
く
ば
こ
一
ツ
お
き
、
筆
も
あ
り
、
墨
も
あ
り
。
う
つ
く

し
く
表
紙
っ
け
た
る
、
法
帖
め
く
も
の
な
ら
へ
て
、
は
し
ち
か
う
い

た
し
あ
り
。
ひ
ら
き
見
る
に
、
諸
国
の
人
の
書
画
、
う
た
、
発
句
、
さ

ま
／
ヽ
か
き
あ
り
。
こ
は
宇
治
の
大
納
言
の
、
四
方
の
物
語
を
き
か

せ
給
ひ
し
に
似
て
、
来
っ
と
ふ
人
こ
の
こ
と
の
は
を
乞
は
ま
し
と
の

わ
ざ
也
け
り
。
千
ゆ
ら
も
お
の
れ
も
、
研

一
ッ
つ
ゝ
か
き
つ
。
心
あ

り
げ
な
る
あ
る
し
な
れ

ハ
、
た
い
（１４
オ
）
め
ん
せ
ま
ほ
し
け
れ
ど
、

道
を
い
そ
き
け
れ
ば
、
い
た
つ
ら
に
ぞ
過
ぬ
る
。
と
か
く
し
て
、
あ

べ
川
也
。
こ
な
た
の
か
た
を
、
手
ご
し
と
い
ふ
。
む
か
し
は
、
千
寿

な
と
い
ふ
遊
君
あ
り
し
宿
也
か
し
。
あ
べ
川
も
水
深
し
。
こ
ゝ
は
か

た
く
る
ま
に
の
り
て
こ
え
つ
。
水
お
ほ
け
れ
バ
、
大
井
川
に
い
く
ら

も
せ
ま
き
こ
ゝ
ろ
も
せ
す
。
川
を
わ
た
れ

ハ
、
府
中
也
。
川
ば
た
の

茶
屋
を
、
み
ろ
く
と
い
ふ
。
名
物
の
も
ち
く
ひ
、
や
す
む
。
府
中
の

ま
ち
ハ
、
よ
ろ
づ
江
戸
を
学
ひ
た
る
さ
ま
也
。
い
か
め
し
き
事
、
東

海
道
第

一
な
る
へ
し
。
か
こ
ざ
い
く
、
く
わ
の
木
ざ

い
く
う
る

ミ

せ
、
つ
き
ス
ヽ
し
う
よ
き
家
か
ま
へ
也
。
京
に
て
も
の
い
ひ
し
、
と

さ
や
久
七
の
家
も
よ
き
い
へ
也
。
狐
が
さ
き

ハ
、
か
ち
ハ
ら
の
い
た

ば
ら
の
あ
と
也
。
く
さ
な
ぎ
に
ハ
、
わ
か
大
御
神
の
、
野
火
か
へ
ｔ



給
ひ
し
の
ち
に
ま
つ
り
た
る
御
や
し
ろ
あ
り
。
こ
の
時
よ
り
く
さ
な

ぎ
と
い
ふ
名
あ
り
と
ぞ
。
や
い
津
は
海
辺
に
て
、
府
中
よ
り
三
里
も

あ
り
之
な
ん
。
江
尻

（１４
ウ
）
よ
り
海
い
と
近
く
な
る
。
か
ご
に
の

り
け
る
が
、
あ
し
き
か
ご
に
て
、
右
り
へ
か
た
む
き
、
く
び
も
こ
し

も
い
た
う
お
ほ
ゆ
。
こ
の
あ
た
り
を
、
う
ど
の
浜
と
い
ふ
と
ぞ
。
ミ

ほ
の
松
原
か
す
ミ
て
ミ
ゆ
。

う
と
は
ま
に
う
と
ノ
ヽ
し
く
も
た
ち
こ
む
る
か
す
み
を
う
し
と
ミ

ほ
の
松
ば
ら

け
ふ
は
、
ひ
と
曰
く
も
り
に
た
る
を
、
今
な
ん
さ
む
け
な
る
風
ふ
き

い
て
ゝ
、
雨
も
ふ
り
ぬ
べ
し
。
浪
の
お
と
、
た
う
ノ
ヽ
と
沖
よ
り
ひ

ゝ
き
て
、
物
す
こ
し
。
き
よ
み
で
ら
も
、
か
ご
に
あ
れ
は
よ
そ
に
見

て
、
日
ま
だ
く
れ
は
て
ぬ
頃
、
お
き
津
の
よ
し
田
や
と
い
ふ
に
や
と

る
。
お
く
に
は
な
れ
た
る
坐
敷
あ
り
て
、
海

ハ
た
ゝ
め
の
ま
へ
に
ミ

え
、
い
と
け
し
き
よ
く
、
き
よ
け
な
る
や
ど
り
也
。
こ
の
間
は
い
と

高
く
つ
く
り
た
れ
は
、
た
か
ど
の
め
い
た
り
。
い
ひ
の
う
つ
は
、
い

を
の
あ
ぢ
も
、
い
と
よ
し
。
給
仕
す
る
女
、
よ
く
も
あ
ら
ね
ど
、
な

ま
め
き
て
見
ゆ
。
巾
広
き
帯
し
て
、
あ
か
き
え
り
の
う
ら
か
へ
し
た

る
さ
ま
な
ど
、
お
も
ふ
に
、
か
の
く

ゞ
つ
な
り
け
り
。
そ
ら

（１５

オ
）
お
そ
ろ
し
く
て
、
物
を
も
い
は
ね
ど
、
山
本
も
ち
ゆ
ら
も
、
さ

ま
ノ
ヽ
あ
さ
れ
か

ハ
す
。
お
の
れ
、
は
た
な
ん
で
う
こ
と
か
あ
ら
ん

笠
亭
仙
果
の
江
戸
紀
行

と
、
つ
ゐ
に
ハ
う
ち
と
け
て
、
う
き
よ
か
た
り
す
る
ほ
と
、
よ
る
の

も
の
も
ち
来
る
。
い
さ
ね
給

へ
と
て
、
い
ぬ
め
り
。
山
本

ハ
早
ノ
ヽ

ね
ふ
り
て
、
大
な
る
ひ
ゝ
き
の
お
と
、
沖
の
な
る

に
う

ち
あ

ハ
せ

て
、
お
と
ろ
ノ
ヽ
し
。
雨
さ

へ
ふ
り
い
で
ゝ
、
し
づ
か
な
る
夜
に
な

り
に
け
り
。
と
は
か
り
あ
り
て
、
か
の
女
、
お
の
れ
と
ち
ゆ
ら
の
間

へ
入
て
、
う
ち
つ
け
わ
さ
に
は
は
ん
べ
れ
と
、
こ
よ
ひ

ハ
い
か
で
わ

か
身
あ
か
な
ひ
て
給

へ
と
い
ふ
。
ね
ふ
り
た
る
さ
ま
す
れ
と
、
耳
ひ

き
、
肩
引
う
ご
か
し
、
さ
ま
ノ
ヽ

い
ふ
。
い
な
ノ
ヽ
と
い
な
め
ど
、

い
か
で
ゆ
る
す
べ
き
。
き
み
た
ち
と
ね
ま
は
し
く
て
、
よ
ひ
よ
り
お

ほ
へ
、
か
た

ハ
ら
を
も
は
な
れ
ざ
り
き
。
今
な
ん
空
し
く
か
へ
り
て

は
、
家
の
も
の
へ
も
面
む
け
が
た
し
。
し
こ
め
の
き
た
な
き
を
、
ま

（
い
？
）

げ
て
御
か
た
わ
ら
に
一
夜
あ
か
さ
せ
給

へ
な
と
、
さ
ま
ノ
ヽ

つ
ひ
つ

（
は
？
）

ゝ
け
た
る
す
、
け
に
お
に
か
み
も

（１５
ウ
）
あ
ら
だ
つ
ま
し
き
詞
つ

か
ひ
也
。
お
の
れ
は
え
た
へ
で
、
そ
と
は
づ
し
て
、
板
縁
の
か
た
ヘ

す
べ
り
い
づ
。
し
ば
ら
く
あ
り
て
、
お
の
れ
を
尋
ね
来
て
も
と
め
い

だ
し
、
あ
の
君
も
、
君
だ
に
、
を
と
の
た
ま

ハ
ヾ
、
い
な
ふ
ね
の
と

の
た
ま
ふ
も
の
を
、
い
と
つ
れ
な
し
と
怨
し
か
は
。
に
く
さ
け
に
お

ほ
え
て
も
、
し
か
り
ち
ら
す
べ
く
あ
ら
す
。
お
ん
み
の
い
ふ
所
理
な

れ
と
、
山
本
某
と
い
ふ
ハ
、
わ
が
主
人
も
同
じ
人
な
る
を
、
か
な
た

よ
り
ゆ
る
し
も
な
き
に
、
心
あ
り
て
も
す
べ
な
き
を
、
と
い
へ
は
、

一
一
一



い
な
と
よ
宵
の
ほ
ど
、
わ
れ

ハ
司
人
ゆ
ゑ
、
さ
る
事
け
つ
し
て
な
し

え
が
た
し
。
ふ
た
リ

ハ
わ
か
く
て
、
何
の
さ
わ
り
も
な
き
人
な
り
。

あ
か
な
ふ
べ
し
と
こ
そ
の
た
ま
ひ
し
か
、
か
こ
つ
け
を
い
は
で
、
を

と
の
た
ま

へ
。
今
さ
ら
か
へ
り
て
は
、
実
に
人
の
前
面
な
き
の
み
か
、

あ
る
し
の
い
た
く
の
ゝ
し
り
、
た
し
な
め
は
べ
ら
ん
も
か
な
し
く
な

ん
。
さ
や
う
の
ま
め
こ
と
の
た
ま
ふ

ハ
、
に
あ

ハ
し
か
ら
ず
。
や
よ

ミ
や
ひ
を
、
と
て
、
ほ
と
ノ
ヽ

い
た
き

（１６
オ
）
つ
き
な
ん
ず
お
は

ゆ
。
あ
や
し
き
香
の
し
た
る
か
け
香
の
か
は
る
、
わ
さ
と
か
な
し
う

ひ
ゝ
ら
か
す
も
、
い
と
ノ
ヽ

に
く
し
。
か
ゝ
れ
ど
、
の
が
る
へ
き
す

べ
も
な
く
、
か
つ
ハ
旅
の
た
は
ふ
れ
に
、
い
で
や
こ
の
女
を
千
槍
に

い
だ
か
せ
、
お
の
れ

ハ
今
ひ
と
り
ょ
び
て
ま
し
。
こ
の
女
に
は
ま
さ

る
と
も
、
お
と
り
た
る

ハ
あ
ら
し
、
と
お
も
ひ
な
り
て
、
さ
ら
バ
お
ん

ミ
の
か
は
を
た
て
す
も
あ
ら
し
。
さ
ら

ハ
わ
れ
も

一
人
あ
か
な
ひ
て

ん
。　
一
夜
づ
ま
は
、
お
ん
な
の
ご
と
き
情
ふ
か
き
は
、
中
ノ
ヽ

に
お

も
ひ
の
た
ね
な
り
。
と
し
わ
か
く
て
、
心
さ
ま
の
お
ほ
ら
か
に
、
世

心
も
っ
か
ぬ
さ
ま
な
る
こ
そ
よ
け
れ
。
よ
ひ
て
給

へ
、
と
い
ひ
て
、
ン」

ゝ
を
さ
り
、
千
ゆ
ら
に
か
う
／
ヽ
と
い
ヘ
ハ
、
い
か
ゝ
ハ
せ
ん
に
か

し
ら
か
ゝ
へ
て
、
　

　

た
り
。
さ
ら

ハ
と
て
、

か

の
女
、
も

や

の

か
た
へ
よ
る
の
も
の
引
す
り
ゆ
き
て
、
さ
る
ま
う
け
し
つ
。
し
は
ら

く
し
て
、
わ
か
女
の
き
た
る
を
見
る
に
、
け
に
と
し
は
十
五
は
か
り

一
一
二

に
や
、
は
か
／
ヽ
し
く
も
の
も
い
は
す
、
つ
ゐ
居
て
う

つ
ふ
き
を

り
。
引

（１６
ウ
）
よ
せ
て
か
は
ミ
る
に
、
は
じ
め
の
に
は
、
ま
さ
り

て
と
る
と
こ
ろ
も
な
き
つ
ら
つ
き
、
い
つ
こ
も
ノ
ヽ
ら
う
た
し
と
お

も
ふ
あ
た
り
は
な
か
り
け
り
。
こ
え
ふ
と
り
て
、
い
と
ノ
ヽ
あ
た
ゝ

け
也
。
さ
む
け
な
る
夜
は
、
中
／
ヽ
ほ
と
は
り
て

ね
む
ら
れ
も

せ

す
。
も
の
こ
そ
い
は
ね
と
お
も
ひ
し
か
、
や
う
ノ
ヽ
あ
さ
れ
ば
、
う

ち
い
だ
し
て
、
今
は
や
る
と
い
ふ
■
と
も
、
か
た
み
に
う
た
ひ
か

ハ

し
め
て
き
よ
う
ず
る
も
、
こ
ち
な
く
、
に
く
さ
げ
也
。
さ
り
と
も
と

お
も
ふ
心
も
む
し
の
音
も
、
と
う
ち
う
め
か
る
。
ち
ゆ
ら

ハ
、
は
し

め
い
な
ひ
し
に

ハ
似
す
、
む
つ
ま
し
け
の
物
か
た
り
す
る
も
、
ね
た

さ
か
き
り
な
し
。
お
の
れ
も
ま
け
し
こ
ゝ
ろ
に
、
あ
か
ぬ
か
は
も
せ

す
、
は
か
な
き
こ
と
ゞ
も
い
ひ
か

ハ
す
も
、
む
げ

に
お
ろ
か
し
う

や
。
見
る
人
あ
ら

ハ
、
あ
さ
み
わ
ら

ハ
ん
。
わ
か
き

ハ
、
あ
し
く
て

も
う
つ
く
し
く
ら
う
た
き
も
の
な
れ
バ
、
千
ゆ
ら
の
よ
リ

ハ
あ
し
く

ハ
あ
ら
じ
と
お
も
ひ
し
を
、
か
へ
す
ノ
ヽ
く
や
し
く
お
も
え
と
、
か

ひ
な
し
。
は
や
く
ね
ふ
り
て
、
起
せ
と
も
お
き
ぬ
が

な

ほ
う
れ
し

（‐７
オ
）
か
り
け
り
。
か
ゝ
る
女
に
、
う
る
さ
く
ま
つ
は
さ
れ
た
ら

ま
し
か
バ
、
い
か
に
人
の
わ
ろ
く
や
あ
ら
ん
。
夜
あ
け
て
、
千
ゆ
ら

が
の
ハ
、
や
か
て
た
ち
い
で
、
夕
の
如
く
、
い
ひ
か
ひ
と
り
な
ど
す

る
を
、
お
の
れ
が
の
ハ
、
も
と
の
所
に
う
ま
い
ね
し
て
、
よ
り
も
こ



ぬ
こ
そ
う
れ
し
け
れ
。
十
文
字
や
の
き
ぬ
と
か
い
へ
り
。
い
ろ
と
も

な
し
に
と
、
わ
が
こ
ゝ
ろ
な
が
ら
あ
や
し
け
れ
ど
、
ま
こ
と
に
す
べ

な
し
。
千
ゆ
ら

ハ
し
の
ひ
目
し
て
に
ら
ま

へ
、
お
の
れ
よ
り
い
て
ゝ

お
の
れ
に
か
へ
る
と
い
ひ
し
も
こ
と
わ
り
に
お
ぼ
ゆ
。
阿
仏
尼
の
可

を
お
も
ひ
出
て
ゝ
、

な
は
さ
り
に
見
る
め
は
か
り
を
か
り
枕
む
す
ひ
お
き
つ
と
待
つ
な

う
か
れ
め

廿
四
日
、
雨
や
み
、
そ
ら
は
れ
ぬ
。
け
さ
も
く
ら
き

よ
り
た
ち

い

づ
。
お
き
津
川
も
か
ち
わ
た
り
、
わ
た
し
も
り
の
せ
に
お
は
れ
て
わ

た
る
。
程
な
く
薩
錘
山
な
り
。
昔

ハ
海
の
へ
り
を
つ
た
ひ
し
故
、
親

し
ら
す
子
し
ら
す
な
と
い
ふ
を
こ
そ
と
は
り
し
か
、
今

ハ
山
の
う

へ

を
ゆ
け

ハ
、
道

（１７
ウ
）
け

ハ
し
き
の
み
に
て
、
お
そ
ろ
し
く
は
あ

ら
す
。
さ
れ
と
雨
の
な
こ
り
に
、
土
な
め
ら
か
に
て
、
足
の
ふ
ミ
ど

あ
や
ふ
し
。
八
幡
平
と
か
い
ふ
峠
に
も
な
り
ぬ
れ

ハ
、
日
高
ヶ
な
り

て
、
海
の
面
き
ら
ノ
ヽ
と
、
波
の
花
匂
ふ
か
如
し
。
三
保
の
松
は
ら

も
、
い
つ
し
か
と
は
く
な
り
、
久
能
の
山
も
お
ほ
ろ
／
ヽ
也
。
あ
し

か
ら
山
、
や

へ
山
、
い
つ
の
ミ
さ
き
な
と
、
む
か
ひ
に
見
え
て
、
ふ

じ
の
山
も
か
し
こ
に
こ
そ
と
い
へ
と
、
霞
こ
め
て
、
猶
わ
か
た
す
。

は
ら
、
よ
し

ハ
ら
の
宿
、
並
木
な
と
ち
い
さ
く
ミ
え
て
、
山
と
い
ひ

海
と
い
ひ
、
か
ゝ
る
詠
も
ま
た
汐
見
坂
の
あ
ら
ノ
ヽ
し
き
に
は
、
こ

笠
亭
仙
果
の
江
戸
紀
行

よ
な
く
え
ん
に
お
も
し
ろ
く
、
は
た
ひ
か
′
ヽ
と
し
て
、
い
は
ん
か

た
な
し
。

く
も
は
る
ゝ
さ
ち
だ
の
ミ
ね
の
朝
ほ
ら
け
い
つ
こ
か
ふ
じ
と
見
や

る
海
づ
ら

や
う
ノ
ヽ
霞
も
う
す
ら
ぎ
、
ま
づ
か
の
祐
野

ハ
、
む
か
ふ
に
遠
く
て

顕
れ
た
る
。
末
に
い
た
る
ま
て
つ
ゝ
き
た
る
が
、
長
し
と
も

長
し

（
・８
オ
）
ｏ

ふ
し
の
山
楯
野
を
み
て
も
い
は
ん
す
べ
せ
ん
す

へ
し
ら
す
お
と
ろ

か
れ
け
り

山

一
里
打
こ
し
、
く
ら
さ
わ
、
今
宿
、
ゆ
ゐ
川
を
わ
た
り
、
油
井
の

宿
。
く
ら
さ
は
に
て
は
、
紙
を
す
く
。
た
は
こ
も
名
物
な
り
。
ゆ
ゐ

よ
り
蒲
原

ヘ
ハ
、
家
居
つ
ゞ
き
て
、
三
十
丁
は
か
り
あ
り
。
と
も
に

右

ハ
海
の
へ
り
に
て
、
田
子
の
う
ら
と
い
ふ
は
、
こ
の
あ
た
り
を
す

べ
て
い
ふ
な
る
へ
し
。
し
は
が
ま
、
い
く
ら
も
ノ
ヽ
な
ら
ひ
居
て
、

海
士
の
あ

ハ
び
を
と
る
も
あ
る
、
な
か
め
多
き
所
な
り
け
れ
ど
、
ふ

し
の
山
の
か
た
、
み
つ
ゝ
ゆ
く
に
、
か
ん
ざ
わ
あ
た
り
に
て
、
ミ
ね

の
こ
ら
す
あ
ら

ハ
れ
た
り
。
お
も

ヘ
ハ
′
ヽ
、
大
き
に
も
、
高
く
も

あ
る
も
の
か
な
。

あ
な
ノ
ヽ
と
て
う
ち
見
め
て
ゝ
自
雲
の
は
れ
行
そ
ら
に
あ
ふ
た
ふ

し
の
ね

一
一
一一一



こ
ゝ
ろ
あ
て
の
そ
ら
よ
り
は
る
か
冨
士
の
ね

ハ
雲
ゐ
に
高
く
あ
ら

ハ
れ
に
け
り

う
は
玉
の
夢
に
ミ
る
た
に
寿
き
し
冨
士
か
根
仰
く
け
ふ
の
う
れ
し

さ

（‐８
ウ
）

あ
し
か
ら
、
箱
根
の
山
こ
も
、
く
ら
べ
て
は
、
た
ゝ
ち
い
さ
き
は
や

ま
也
。

あ
し
た
か
の
け
は
し
き
ミ
ね
も
麓
に
て
く
も
ゐ
に
ち
か
く
た
て
る

ふ
し
の
ね

な
と
、
ミ
た
り
こ
と
い
ひ
つ
ゝ
、
か
ん
ば
ら
も
、
七
な
ん
坂
も
す
き

て
、
ふ
じ
川

へ
来
る
。
川
ひ
ろ
く
、
水
の
早
き
事
、
天
竜
に
も
ま
た

い
た
く
ま
さ
り
た
り
。
船
も
大
や
か
に
、
い
と
深
う
つ
く
り
た
り
。

中
市
場
と
か
い
ふ
処

ハ
、
こ
と
に
よ
く
ふ
じ
を
見
る
あ
た
り
也
。
つ

る
芝
な
と
い
ふ
も
の
も
、
こ
ゝ
よ
り
よ
く
見

ゆ
。
よ
し
原

を
過
れ

ハ
、
い
よ
ノ
ヽ
ち
か
く
、
楯
野
も
の
こ
り
な
く
見
え
、
け
し
き
い
は

ん
か
た
も
な
き
に
、
あ
や
に
く
雲
の
た
ち
ま
ふ
そ
、
あ
か
ぬ
事
な
り

け
る
。

お
な
し
く
は
す
そ
の
ゝ
山
を
立
か
く
し
高
ね

ハ
の
こ
せ
ふ
し
の
し

ら

く

も

富
士
の
山
ひ
え
の
は
た
ち
と
い
ひ
つ
る
ハ
く
も
よ
り
上
の
ミ
ね
の

み
や
見
し

（１９
オ
）

一
一
四

ひ
え

ハ
五
十
丁
の
ほ
る
。
こ
ハ
九
里
半
の
は
れ
は
、
お
ほ
か
た
二
十

は
か
り
に
て

ハ
た
か
は
ね
ど
、
か
く
い
ふ
ハ
、
山
の
か
た
ち
の
大
な

る
を
は
め
て
也
。
か
く
い
ふ
ほ
ど
に
、
お
ほ
か
た
山
は
か
く
れ
は
て

ぬ
。
原
ま
て
三
里
六
丁
と
い
へ
と
、　
一
ツ
の
ま
か
り
も
な
き
並
木
の

松
原
に
て
、
他

ハ
い
さ
ご
高
く
、
お
も
し
ろ
き
道
な
か
ら
、
ふ
じ
の

お
も
ふ
さ
ま
に
見
え
ぬ
さ
へ
く
ち
を
し
く
、
い
と

つ
か
れ

に
け
れ

ハ
、
み
ち
と
は
く
お
ほ
ゆ
。
う
き
し
ま
か
原
、
冨
士
の
沼
、
い
と
ひ

ろ
き
も
の
也
。
は
ら
よ
り
沼
津
ま
て
、
大
か
た
家
つ
ゝ
き
て
、
間

ノ
ヽ
に
小
松
の
並
木
、
少
し
つ
ゝ
あ
り
。
家

ハ
、
か
な
ら
す
前
に
高

垣
ゆ
ひ
て
、
家
あ
か
ら
さ
ま
に
見
せ
す
。
大
す
か
、
小
す
か
、
東
か

ま
ど
、
西
か
ま
ど
な
と
い
ふ
あ
た
り
也
。
沼
津
の
城
下
、
宿
の
あ
た

り
や
け
て
、
今
家
た
つ
る
も
な
か
也
。
こ
ゝ
よ
り
か
ご
に
の
る
。
き

せ
川
に
、
か
め
、
つ
る
の
あ
と
あ
り
。
ふ
じ
見
に
て
、
折
も
よ
く
ふ

じ
見
ゆ
。
夕
く
れ
に
な
り
ぬ

（１９
ウ
）ｏ

雲
間
よ
り
朝
日
に
ミ
え
し
ふ
し
か
ね
を
夕
へ
の
そ
ら
に
見
る
も
う

れ
し
な

か
つ
ノ
ヽ
に
霞
も
は
れ
て
春
の
く
れ
く
ま
な
く
見
え
つ
ふ
し
の
た

か
ね
は

ミ
し
ま
の
宿
も
や
け
た
り
。
は
こ
ね
山
を
ま
へ
に
見
て
、
か
ご
に
入

た
る
旅
雀
、
竹
屋
と
い
ふ
に
や
と
り
け
り
。
ま
こ
と
や
よ
ん
べ
、
山



本
て
る
ノ
ヽ
ほ
う
し
を
つ
く
り
て
い
の
り
し
か
、
こ
よ
ひ
、
か
た
袖

つ
く
り
た
し
て
、
ミ
き
奉
り
、
ぬ
か
づ
く
。
女
ど
も
、
見
つ
ゝ
わ
ら

ふ
。
お
の
れ
か
ミ
ゆ
ふ
。
小
い
て
ふ
に
こ
そ
、
な
ど
い
ひ
し
。
此
か

み
ゆ
ひ
、
は
い
か
い
の
は
く
の
事
な
と
か
た
る
。
又
こ
の
家
は
、
よ

く
も
あ
ら
ね
と
、
庭
に
や
り
水
あ
り
て
、
た
へ
す
流
る
ゝ
こ
そ
き
よ

げ
也
し
か
。

廿
五
日
、
て
け
い
と
よ
し
。
ほ
の
ぐ
ら
き
に
た

つ
。
ミ
し

ま

の
明

神
、
御
前
を
と
は
り
か
て
ら
に
は
い
し
、
宿
少
し
は
な
れ
て
、
見
川

橋
と
今

一
ツ
の
は
し
こ
え
て
、
や
う
ノ
ヽ

（２０
ォ
）
坂
ミ
ち
也
。
今

井
宿
と
い
ふ
が
い
り
く
ち
也
。
い
と
よ
き
草
軽

を
う

る
。
あ

た

ひ

ハ
、
五
十
銭
六
十
銭
も
す
め
り
。
船
く
は
、
っ
か
は
ら
、
う
す
こ
ろ

ば
し
、　
一
の
山
、
こ
の
あ
た
り
よ
り
、
冨
士
の
山
よ
く
見
え
た
り
。

す
り
た
る
山
の
間
よ
り
、
ミ
ね
の
み
ぞ
見
ゆ
る
。
さ
て
法
花
坂
、
大

し
く
れ
だ
に
、
小
し
く
れ
谷
な
と
い
ふ
処
も
あ
り
。
っ
か
は
ら
、　
一

の
山
も
立
場
也
。
ミ
つ
や
も
立
場
也
。
さ
ゝ
は
ら
も
立
場
也
。
下
長

坂
、
上
長
坂
、
さ
て
山
中
の
立
場
、
こ
ゝ
ま
て
三
し
ま
よ
り
二
里
と

ぞ
い
ふ
な
る
。
こ
の
す
こ
し
あ
と
に
、
冨
士
見
平
と
い
ふ
あ
り
。
小

か
れ
木
、
大
か
れ
木
、
下
の
く
ば
、
石
わ
り
、
甲
石
の
立
場
は
、
家

な
し
。
ば
ゝ
か
平
、
風
こ
し
、
こ
の
あ
た
り
に
境
木
と
て
、
い
つ
、
さ

が

ミ
の
さ
か
ひ
の
し
る
し
た
ち
て
あ
り
。
こ
れ
よ
り
ゆ
く
ノ
ヽ
下
り

笠
亭
仙
果
の
江
戸
紀
行

坂
に
て
、
た
う
げ
の
宿
な
り
。
い
で
や
こ
の
あ

ハ
ひ
、
三
里
十
八
丁

と
か
。
は
じ
め

ハ
ミ
ち
ひ
ろ
く
、
並
木
の
松
つ
ね
の
如
く
あ
り
て
、

ミ
ち
も
さ
す
か
に
坂
に
し
て

（２０
ゥ
）
平
な
ら
す
。
の
ち
に
は
、
杉
の

木
だ
ち
も
の
ふ
か
く
、
み
ち
も
は
そ
く
な
り
、
い
よ
ノ
ヽ
急
な
る
道

の
み
に
て
、
は
て
は
、
し
も
と
ば
ら
に
な
り
、
境
木
の
あ
た
り
は
、

又
ひ
ろ
ノ
ヽ
と
は
れ
て
、
木
と
も
な
く
草
と
も
な
く
、
し
ば
く
さ

し
け
り
た
る
間
に
、
い
し
を
こ
ろ
か
し
た
る
み
ち
也
。
す
べ
て
道
な

る
に
、
火
打
い
し
の
こ
と
き
す
か
た
し
た
る
、
角
お
ほ
き
石
の
、　
一

尺
も
二
え
も
あ
ん
な
る
を
、
あ
じ
か
な
と
よ
り
う
ち
あ
け
た
ら
ん
ご

と
く
、
ミ
た
り
か

ハ
し
く
並

へ
た
る
を
、
そ
の
う

へ
を
と
は
り
ゆ
く

も
の
な
れ

ハ
、
あ
し
い
と
い
た
し
。
そ
れ
を
し
も
た
か
く
の
は
り
ゆ

く
。
い
と
つ
ら
う
か
な
し
く
、
い
と
ノ
ヽ
こ
う
じ
に
た
り
。
馬
の
あ

と
な
と
、　
一
尺
は
か
り
も
く
は
み
て
あ
り
。
石
に
の
り
て
は
、
な
だ

れ
ノ
ヽ
す
る
か
ゆ
ゑ
也
。
さ
し
も
い
さ
め
る
馬
も
、
た
ヽ
ぁ
り
の
は

ふ
ご
と
く
し
て
ゆ
く
也
。
入
口
よ
り

一
里
も
ゆ
き
て
ょ
め
る
。

た
き
す
て
し
箱
根
の
山
の
か
ゝ
り
火
に
お
も
ひ
や
し
る
き
あ
か
つ

き
の
み
ち

（２．
ォ
）

つ
と
め
て
こ
え
し
人
の
あ
と
、
い
か
な
り
け
ん
と
お
も
ひ
や
ら
る
ゝ

也
。
甲
い
し
の
あ
た
り
の

一
里
つ
か
の
か
た

ハ
ら
に
、
永
代
人
馬
施

行
所
与
兵
衛
拝
借
地
と
か
け
る
は
し
ら
を
た
て
ゝ
、
小
屋
有
り
て
、

一
一
五



往
来
の
人
馬
を
の
み
の
、
い
こ
ひ
所
と
す
る
が
あ
り
。
か
な
た
の
す

く
も
川
の
東
に
も
あ
り
。
大
豆
三
合
五
勺
に
こ
ぬ
か
ま
じ

へ
て
、
湯

に
た
て
ゝ
、
馬
に
は
と
こ
す
と
ぞ
。
江
戸
呉
服
町
の
い
せ
や
与
兵
衛

と
い
ふ
も
の
ゝ
よ
し
。
よ
き
わ
ざ
を
こ
そ
す
れ
と
、
あ
り
か
た
く
お

は
ゆ
。
は
ゞ
か
平
に
て
、
か
ご
を
か
き
て
行
を
の
こ
猶
わ
か
き
か
、

お
の
れ
に
む
か
ひ
、
と

ハ
す
が
た
り
し
て
、
や
つ
か
れ
も
、
む
か
し

は
お
ん
ば
日
傘
に
て
そ
た
ち
た
る
を
、
酒
と
い
ろ
と
に
か
く
な
り
は

て
ぬ
、
と
い
ひ
て
、
■
よ
む
。

鶯
の
き
よ
く
さ
へ
づ
る
箱
根
山
う
れ
し
い
け
ふ
の
扱
ひ
よ
り
か
な

と
い
ひ
て
、
さ
て
、
再
う
た
ふ
こ
と
も
上
手
に
は
べ
り
と
て
、
わ
が

故
郷
に
て
う
た
ふ
と
ゞ
い
っ

（２．
ゥ
）
の
ふ
し
に
て
、
な
け
や
り
う

た
ひ
つ
ゝ
、
い
そ
き
行
。
物
か
た
り
せ
ん
と
お
も
ひ
し
を
、
あ
し
は

や
く
て
、
お
く
れ
に
た
り
。

さ
か
し
く
も
わ
す
れ
て
も
こ
し
箱
根
山
う
た
と
も
た
ち
の
う
く
ひ

す
の
春

に
、
と
い
ひ
し
を
、
よ
ひ
か
け
い
は
ん
も
こ
と
／
ヽ
し
や
と
て
、
や

ミ
つ
。
さ
て
峠

へ
ゆ
け
バ
、
女
ど
も
群
集
り
居
て
左
右
に
よ
り
、
袖

ひ
き

つ
ゑ
と
り
て
、
休
め
／
ヽ
と
い
ふ
。
さ
る
家

へ
引

い
れ
ら
れ

て
、
あ
な
ノ
ヽ
と
わ
び
た
る
も
を
か
し
。
手
か
た
く
と
り
て
は
な
た

ぬ
は
、
い
た
く
こ
う
じ
っ
ゝ
、
さ
ま
ノ
ヽ
た
ば
か
り
て
に
げ
い
で
、

一
一
六

さ
て
御
関
所
も
さ
は
り
な
く
こ
ゆ
。
湖
の
岸
つ
た
ひ
行
に
、
さ
い
の

か
わ
ら
と
い
ふ
所
、
石
塔
お
は
く
た
ち
、
い
し
の
ほ
と
け
、
あ
か
ゝ

ね
の
ほ
と
け
、
い
く
ら
も
あ
り
。
虫
は
教
、
く
ち
た
る
堂
三
ツ
も
あ

り
。
往
来
の
旅
人
を
見
か
け
て
、
あ
る
し
の
法
師

か
ね
う

ち
な
ら

し
、
経
よ
む
。　
こ
ん
け
ん
の
や
し
ろ
へ
行
み
ち

（２２
オ
）
ヽ

と
り
ゐ

た
て
り
。
権
現
坂
、
の
ぼ
る
こ
と
い
と
け
わ
し
く
、
八
丁
原
は
た
ひ

ら
か
也
。
さ
て
や
う
ノ
ヽ
く
た
り
坂
な
れ
と
、
い
と
ノ
ヽ
さ
か
し
く

て
、
中
／
ヽ
に
あ
し
つ
か
れ
て
、
あ
や
ふ
し
。
例
の
石
は
、
角
た
ち

て
お
そ
ろ
し
く
、
う
ち
ち
ら
し
あ

り
。
自

水
、
老
が

平
、
て
う
し

口
、
さ
る
す
べ
り
、
か
し
の
木
、
さ
い
か
ち
坂
な
と

い
ふ
を

こ
え

て
、
畑
の
立
場
也
。
こ
れ
ま
で
い
と
ノ
ヽ
さ
が
し
。
畑

ハ
よ
き
家
居

也
。
女
ど
も
、
山
中
な
れ
ど
ミ
や
ひ
た
る
か
お
は
く
ミ
え
た
り
。
わ

が
い
こ
へ
る
米
屋
と
い
ふ
家
の
と
な
り
あ
た
り
に
て
は
、
男
女
う
ち

ま
じ
り
、
ぶ
ん
こ
上
る
り
の
耳
う
た
ひ
、
さ
ミ
せ
ん
し
ら
べ
、
つ
ゝ

み
た
い
こ
な
ら
し
、
酒
の
み
、
さ
わ
ぐ
さ
ま
、
さ
ら
に
山
中
と
は
お

も
は
れ
す
。
こ
の
む
か
ひ
に
石
坂
あ
り
て
、
ち
い
さ
き
神
の
ミ
や
し

ろ
あ
り
。
し
だ
り
桜
い
ま
さ
か
り
也
。

か
へ
り
行
は
る
や
と
ま
り
て
箱
根
山
い
は
ね
の
桜
今
さ
き
ぬ
ら
ん

す
く
も
川

（２２
ウ
）
に
も
、
さ
く
ら
よ
く
さ
き
て
さ
か
り
也
。
こ
は

山
中
の
ゆ
ゑ
に
、
か
く
お
そ
き
な
め
り
。



す
く
も
川
杉
の
こ
す
ゑ
に
遅
桜
ヽヽヽ
つ
の
ひ
く
き
に
う
く
ひ
す
の
声

ま
じ
り
て
と
、
い
と
お
か
し
。
大
沢
、
女
こ
ろ
ば
し
、
さ
て
川
ば
た

の
立
場
、
こ
ゝ
に
て
湯
本
さ
い
く
を
う
る
。
近
き
こ
ろ
、
火
の
災
あ

り
し
と
て
、
家
居
あ
ら
た
也
。
さ
る
は
し
沢
、
ニ
ツ
坂
、
く
つ
わ
り

坂
、
じ
あ
け
坂
な
ど

へ
て
、
湯
本
の
立
場
、
こ
ゝ
も
家
居
お
は
く
て

ょ
し
。
正
眼
寺
曽
我
の
堂
、
こ
ゝ
に
も
さ
く
ら
あ
り
。
さ
か
り
也
。

さ
れ
と
あ
た
ヽ
か
な
る
所
に
て
、
青
葉
し
け
れ
り
。
宗
雲
寺
よ
き
寺

也
。
五
代
の
あ
る
し
の
墓
あ
り
と
ぞ
。
三
ま
い
ば
し

ハ
、
早
川
と
い

ふ
に
か
ゝ
る
。
こ
の
川
、
大
な
る
岩
あ
り
て
、
お
も
し
ろ
き
け
し
き

也
。
山
崎
、
い
り
う
田
、
か
ざ
ま
つ
り
の
立
場
、
さ
て
大
な
る
地
蔵

堂
あ
る
所
、
小
田
原
の
入
口
也
。
こ
よ
ひ
は
、
こ
の
城
下
の
清
水
屋

と
い
ふ
本
陣
に
、
は
や
く
や
ど
る
。
日
な
は
高
し
。
誠
や
（２３
オ
）
千

ゆ
ら
の
ゝ
り
て
き
し
か
こ
に
、
は
た
よ
り
小
田
原
ま
て
の
り
つ
。

廿
六
日
、
け
ふ
も
よ
き
日
也
。
さ
れ
ど
、
ふ
じ

ハ
か
す
み
て
よ
く
も

見
え
す
。
小
田
原
よ
リ

ハ
、
ま
た
海
の
へ
り
也
。　
一
色
と
い
ふ
を
こ

え
て
、
酒
匂
川
、
こ
ゝ
も
か
ち
わ
た
り
也
。
連
だ
い
に
て
こ
ゆ
。
大

井
川
の
と

ハ
こ
よ
な
く
て
、
あ
や
ふ
か
ら
す
。
こ
の
川
を
ま
り
こ
川

と
も
、
相
模
川
と
も
い
ふ
と
な
り
。
大
磯
ま
て
道

ハ
よ
け
れ
と
、
坂

多
し
。
袖
師
か
浦
と
い
ふ
、
ま

へ
川
町
、
や
む
ら
あ
た
り
と
な
ん
。

ふ
る
さ
と
を
し
の
ヘ
ハ
と
も
に
旅
衣
そ
て
し
か
う
ら
の
波
を
か
け

笠
亭
仙
果
の
江
戸
紀
行

つ
ゝ

お
し
切
坂
、
を
し
き
り
ば
し
、
梅
沢
む
ら
に

ハ
、
ふ
ぢ
の
き
て
ら
と

い
ふ
あ
り
て
、
大
木
の
藤
あ
り
と
そ
。
花
さ
か
バ
入
て
見
ま
し
を
と

て
、
よ
そ
に
過
行
。
元
梅
沢
に
、
梅
川
ば
し
と
か
い
ふ
土
橋
の
つ
め

に
、
は
し
本
と
い
ふ
茶
ミ
せ
、
き
よ
け
な
ら
ね
と

を

か
し
け
な
れ

国

府

ハ

（２３
ウ
）
、
ゆ
る
や
か
に
や
す
ら
ふ
。
し
ば
ミ
、
か
う
新
宿
、
中

廻
り
、
こ
を
但
俗
な
か
ま
る
と
よ
へ
り
。
相
模
の
国
府
の
あ
と
也
。

あ

ハ
も
ち
名
物
也
。
地
蔵
の
切
ど
は
し
、
こ
ゝ
の
地
蔵

ハ
、
化
て
人

を
訛
か
し
、
勇
士
に
き
ら
れ
し
と
い
ひ
つ
た
ふ
。
開
帳
せ
さ
れ

ハ
見

え
ず
、
た
ゞ
か
ね
う
ち
な
ら
す
の
ミ
。
小
儀
、
大
い
そ
と
つ
ゝ
き
た

り
。
大
い
そ
入
口
に
、
し
き
た
つ
沢
の
あ
と
あ
り
。
ち
い
さ
き
寺
に

て
、
俳
諧
師
三
千
風
か
い
と
な
み
し
也
。
人
の
よ
く
し
る
処
也
。

こ
ゝ
と
し
も
む
か
し
の
あ
と
を
さ
た
む
れ

ハ
さ
す
か
に
も
の
ゝ
あ

ハ
れ
也
け
り

お
は
い
そ
は
、
む
か
し

ハ
い
ろ
／
ヽ
あ
り
け
ん
、
と
め
女
も
よ
か
ら

す
、
き
た
な
け
な
る
宿
也
。
け
は
い
坂
も
坂

ハ
な
し
。
か
う
ら
い
じ

む
ら
、
花
水
ば
し
は
よ
き
は
し
也
。
平
塚
は
よ
き
宿
也
。
道
、
大
磯

よ
り
十
六
丁
の
所
也
。
や
は
た
む
ら
、
八
幡
官
あ
り
。
つ
る
み
ね
山

と
い
ふ
寺
あ
り
。
こ
の
所
よ
り
、
大
山
へ
行
道
あ
り
。
馬
入
川
、
船

に
て
わ
た
る
。
な
ん
ご
の

（２４
オ
）
ま
つ
ば
ら
に
て
、
子
ど
も
、
く

一
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わ
し
の
箱
を
か
ゝ
へ
て
、
多
く

ハ
は
そ
長
き
あ

め
を

い
れ
、
く
ち

ノ
ヽ

に
す
ゝ
む
る
。
い
と
か
し
ま
し
。

一
本
四
文

で
あ

め
を

か
い

鈍
い

へ
、
あ
め
か
い
な
と
、
く
り
か
へ
し
ノ
ヽ

い
ふ
。
小
は
た
、
よ

り
や
、
は
つ
と
り
、
し
き
ぢ
、
く
る
ま
田
、
さ
て
藤
沢
也
。
こ
ゝ
も

や
け
て
、
今
家
た
つ
る
こ
ろ
也
。
宿
い
て
ゝ
、
山
み
ち
也
。
坂
お
ほ

し
。
を
か
し
か
ら
ぬ
ミ
ち
也
。
か
げ
と
り
、
は
ら
宿
な
と
い
ふ
立
場

あ
れ
と
、
よ
か
ら
す
。
松
な
と
も
な
く
て
、
は
げ
た
る
こ
と
き
山
、

両
方
に
あ
り
て
、
め
く
リ
ノ
ヽ
て
行
に
、
お
り
も
し
、
あ

か
り
も

し
、
い
と
ノ
ヽ
長
く
、
う
み
は
つ
る
道
な
り
。
し
ら
つ
ち
坂
、
大
さ

か
な
と
い
ふ
か
、
か
ら
う
し
て
戸
塚

へ
た
と
り
つ
き
ぬ
。
お
も
た
か

や
と
い
ふ
へ
い
る
に
、
い
と
せ
ま
く
き
た
な
く
、　
一
夜
の
や
と
り
と

ハ
い
へ
ど
、
た
へ
が
た
し
。
か

ハ
や
も
ふ
ろ
も
、
い
と
ノ
ヽ
き
た
な

し
。
か
ゝ
る
家
に
似
す
、
と
こ
に
ハ
か
け
も
の
三
ぶ
く
ま
て
か
け
た

り
。
さ
れ
と
、
紙
の
表
飾
や
ぶ
れ
そ
ん
じ
て
、
画
は
も
と
よ
り
つ
た

な
く
、
た
ゞ
は
じ
見
せ
の

（２４
ウ
）
こ
ゝ
ち
す
。
か
ら
か
み
も
画
あ

り
て
、
四
季
の
山
水
花
鳥
、
江
山
文
明
と
落
款
し
た
り
。
さ
す
が
に

あ
た
ら
し
。
た
う
べ
も
の
は
、
さ
の
み
か

ハ
ら
ず
。
い
で
や
汁
も
何

も
、
旅
は
よ
く
も
あ
ら
ね
と
、
関
の
東

ハ
、
都
路

よ
リ

ハ
い
と

よ

し
。
こ
た
び
も
、
ご
ゆ
の
あ
ふ
み
や

ハ
、
心
あ
る
料
理
な
り
き
。
し

ま
だ
の
大
や
ふ
屋
に
て
、
つ
ぼ
に
、
い
も
を
み
そ
に
て
に
た
る
を
も

一
一
八

り
た
る

ハ
を
し
か
り
し
に
、
く
ろ
天
の
こ
と
く
、
ぬ
か
の
匂
高
き
い

ひ
の
、
こ
ハ
か
り
し
こ
そ
か
な
し
か
り
し
か
、
お
き
つ
の
は
、
か
の

大
ひ
ら
な
と
、
お
ご
り
た
る
さ
ま
也
。
あ
さ
の
ひ
ら
、
手
う
ち
、
と

う
ふ
い
と
こ
ま
か
く
き
よ
ら
な
り
き
。
小
田
原
に
て
生
鱈
と
い
ひ
し

も
の
、
鱈
と

ハ
い
と
こ
と
也
。
何
な
り
け
ん
。
は
こ
ね
の
あ
か
は
ら

と
い
ふ
い
を

ハ
、
う
ま
か
り
き
。
し
ら
す
か
の
い
わ
し
も
、
わ
か
た

へ
た
る
八
文
の
時
は
、
め
つ
ら
し
く
て
い
と
う
ま
か
り
し
を
、
浜
松

に
て
く
ひ
し
時
は
、
お
は
け
れ
は
あ
き
て
、
く
ふ
へ
く
も
お
も
は
さ

り
き
な
ど

（
２５
オ
）
、
た
か
ひ
に
い
ひ
ノ
ヽ
寝
に
け
り
。

廿
七
日
、
お
そ
く
た
つ
。
よ
し
田
、
か
し
を
、
た
ご（ぽ
ヽ
し
な
の
、

こ
ゝ
に
し
な
の
坂
あ
り
。
や
き
も
ち
坂
と
い
ふ
も
あ
り
。
も
ち
を
や

き
て
う
る
家

ハ
な
し
。
こ
の
あ
た
り
よ
り
坂
お
は
し
。
ご
ん
た
坂
と

い
ふ
も
あ
り
。
む
さ
し
、
さ
が
み
の
さ
か
ひ
に
、
よ
き
立
場
あ
り
。

さ
か
ひ
木
と
い
ふ
。
す
べ
て
、
平
塚
あ
た
り
よ
り
こ
な
た
は
、
大

山
、
江
の
し
ま
な
ど
へ
奉
る
提
灯
い
か
め
し
く
、
大
や
か
に
こ
し
ら

へ
、
あ
か
く
も
あ
を
く
も
い
ろ
ど
り
、
い
と
花
や
か
に
物
し
て
、
そ

れ
を
立
場
′
ヽ
の
茶
店
に
か
ゝ
け
い
だ
し
あ
り
。
挑
灯
を
か
け
る
台

も
、
は
り
も
の
し
、
漆
に
て
ぬ
り
、
金
具
の
ひ
か
り
、
か
ゝ
や
か
し

（
．
ハ
？
）

た
り
。
こ
の
さ
か
ひ
木
な
と
ら
、
こ
と
に
花
や
か
な
る
あ
り
。
家
居

も
に
き

ハ
ヽ
し
く
、
き
よ
し
。
小
田
原
よ
り
こ
な
た
は
、
や
う
ノ
ヽ



に
江
戸
の
ふ
り
に
う
つ
り
て
、
あ
ま
さ
け
や
の
釜
な
と
、
は
か
な
き

は
に
ふ
の
小
屋
の
に
て
も
、
真
鍮
の
ひ

（２５
ウ
）
か
り
ま
ば
ゆ
く
、

万
の
か
ん
ば
ん
も
、
か
ん
ば
ん
か
き
の
手
し
て
か
け
ば
、
手
は
あ
し

け
れ
ど
、
物
／
ヽ
し
う
に
き

ハ
ヽ
し
く
見
え
て
、
は
た
や
れ
そ
ん
じ

た
る
ハ
な
し
。
ご
ん
た
坂
こ
え
て
、
元
町
、
さ
て
程
が
や
也
。
こ
と

ノ
ヽ
く
く
さ
や
ぶ
き
也
。
さ
れ
と
も
二
階
な
と
よ
く
つ
く
り
て
、
は

た
ご
や
い
と
よ
き
も
あ
り
。
出
口
に
て
、
女
と
も

の
人
を
と
む
る

事
、
箱
根
の
峠
と
ひ
と
し
。
は
し
を
こ
え
て
、
朝

日
や
新
町
の
う

ち
、
山
形
や
と
い
ふ
に
い
こ
ふ
。
こ
れ
よ
り
ま
た
海
べ
に
な
り
ゆ

く
。
し
ぼ
ふ
、
か
る
い
沢
、
さ
て
か
な
川
の
台
也
。
本
牧
の
お
き
見

わ
た
さ
れ
て
、
景
色
い
と
よ
し
。
お
も
ヘ
ハ
、
い
と
遠
く
も
き
に
け

る
か
な
。
伊
豆
の
山
ヽ
も
ミ
え
す
、
上
総
下
総
の
方
、
山
ヽ
い
と
遠

く
見
え
わ
た
り
ぬ
。
宿
は
い
と
よ
し
。
青
木
町
と
い
ふ
は
、
長
き
あ

ひ
だ
也
。
こ
の
宿
も
や
け
て
、
家
居
あ
ら
た
也
。
こ
の
宿
に
、
長
し

ま
や
と
い
ふ
は
た
ご
や
あ
り
。
わ
が
師
、
こ
の
家
ま
て
む
か
ひ
に
来

て
ま
し
な
ど
、
か
ね
て
消
息
あ
り
け
れ
は

（２６
オ
）
ヽ
も
し
お
ハ
し

た
る
に
か
と
、
そ
の
家
へ
入
て
と

へ
ど
も
、
さ
る
事
な
し
と

こ
た

ふ
。
な
か
ノ
ヽ
に
、
お
は
し
た
ら
ん
も
か
し
こ
け
れ
ば
と
て
、
も
し

お
は
さ
ハ
、
か
う
ノ
ヽ
の
も
の
ま
ゐ
り
つ
と
つ
け
給

へ
と
い
ひ
て
、

こ
ゝ
を
い
づ
。
入
川
む
ら
、
こ
や
す
、
な
ま
麦
の
半
ま
て
海
べ
り
に

笠
亭
仙
果
の
江
戸
紀
行

て
、
ま
た
や
う
ノ
ヽ
海
辺
を
は
な
る
ゝ
み
ち
也
。
な
ま
麦

ハ
、
い
と

長
き
む
ら
也
。
津
る
見
ば
し
を
わ
た
り
、
つ
る
み
の
立
場
、
ま
ん
ち

ゆ
う
の
名
物
か

ハ
ん
と
せ
し
を
、
い
ま
だ
つ
く
ら
さ
り
け
れ
は
、
え

か

ハ
す
。
八
丁
な

ハ
て
と
い
ふ
す
ぐ
な
る
み
ち
、
松
な
と
の
並
木
は

な
し
。
こ
ゝ
を
過
て
、
川
崎
也
。
け
ふ
は
あ
さ
の
ほ
ど
く
も
り
て
、

の
ち
は
れ
た
り
。
未
の
斎
や
ゝ
過
る
こ
ろ
な
れ
ば
、
い
そ
が

ハ
江
戸

へ
つ
か
る
ゝ
日
な
れ
ど
、
山
本
某
の
い
ふ
に
ま
か
せ
て
、
こ
の
宿
の

笹
屋
と
い
ふ
に
や
と
り
ぬ
。
こ
ゝ
も
き
よ
け
に
あ
ら
す
。
和
合
神
、

天
満
宮
、清
正
公
の
か
け
も
の
な
と
か
け
た
る
ハ、き
の
ふ
の
ほ
う
ｒ

せ
よ
り
ま
た
お
と
る
こ
ゝ
ち
す

（２６
ウ
）
ｏ

母
め
く
女
の
目
や
み

て
、
め
し
い
の
如
く
さ
ぐ
り
あ
る
く
も
ふ
び
ん
也
。
女
ど
も
ゝ
、
か

み
も
み
た
れ
、
こ
ろ
も
あ
か
つ
き
や
ぶ
れ
た
り
。
ま
つ
し
き
家
な
る

へ
し
。
ゆ
ど
の
も
は
か
ノ
ヽ
し
く
も
あ
ら
す
。
庭
の
す
み
に
も
の
か

こ
ひ
て
、
を
け
を
す
ゑ
た
る
也
。
外
の
方
よ
り
見
え
じ
が
た
め
に
、

桶
の
ふ
た
に
木
を
う
ち
つ
け
て
、
ゆ
に
入
る
時

ハ
、
そ
の
ふ
た
を
た

て
か
け
て
、
お
ほ
ひ
と
す
な
り
。
こ
は
、
よ
ん
べ
の
お
も
だ
か
や
も

し
か
こ
そ
せ
し
が
、
あ
り
や
け
の
あ
ふ
ら
も
う
を
の
を
つ
か
へ
は
、

な
ま
く
さ
く
、
あ
し
き
か
ぞ
す
る
。
か
ゝ
れ
ど
も
、
も
な
く
、
事
な

く
、
こ
ゝ
ま
て
き
つ
る
事
、
あ
す

ハ
と
く
江
戸
へ
つ
く
べ
し
と
、
う

れ
し
さ
も
の
に
似
ず
。
酒
肴
て
う
ぜ
よ
と
か
ね
わ
た
せ
バ
、
や
が
て

一
一
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朱
ぬ
り
の
台
に
肴
の
せ
て
、
酒
あ
た
ゝ
め
も
て
来
ル
。
台
は
ね
こ
あ

し
の
た
く
ま
し
き
に
て
、
江
戸
に
て
も
ち
ふ
る
と
ひ
と
し
。
あ
い
な

め
に
わ
ら
び
、
し
や
う
が
を
あ
し
ら
ひ
、
ま
ぐ
ろ
の
さ
し
な
に
防
風

を
つ
み
そ
へ
た
る
も
、　
さ
す
が
に

（２７
オ
）

あ
つ
ま
ぶ
り
也
。　
こ

は
、　
台
の
物
や
よ
り
も
と
め
し
に
て
、　
こ
の
家

の
庖
丁
に
は
あ
ら

ず
。
そ
ば
を
か
ヘ
バ
、
こ
れ
も
朱
ぬ
り
の
せ
い
ろ
う
に
て
、
江
戸
の

と
同
し
。
か
み
ゆ
ひ
、
ゆ
ひ
き
、
酒
た
う
べ
、
い
た
く
酔
て
、
い
ひ

も
た
う
べ
ず
、
こ
ろ
／
ヽ
と
ね
つ
。

廿
八
日
、
さ
て
け
ふ
も
す
こ
し
く
も
れ
り
。
朝
ゆ
る
や
か
に
お
き
、

六
郷
の
川
を
わ
た
る
。
こ
は
む
さ
し
の
玉
川
也
。
川
上
に
矢
日
の
わ

た
し
あ
り
。
六
郷
、　
ざ
う
し
き
村
、
新
宿
、　
か
ま
だ
、　
さ
て
大
森

也
。
こ
ゝ
は
家
居

ハ
お
は
く
、
に
き

ハ
ヽ
し
き
所
也
。
麦
わ
ら
に
て

こ
し
ら
へ
た
る
も
の
、
を
さ
な

こ
の
も
て
遊
ひ
も
の
ハ
さ
ら
也
、

笠
、
て
ば
こ
、
ふ
え
、
さ
ま
ノ
ヽ

の
も
の
、
め
も
あ
や
に
な
ら
へ
た

り
。
ま
た
、
し
ゆ
ろ
の
け
も
て
こ
し
ら
へ
た
る
、
わ
ざ
を
き
の
か
つ

ら
も
お
は
く
う
る
。
江
の
し
ま
、
か
ま
く
ら
へ
行
し
江
戸
人
の
か
へ

さ
な
と
に
は
、
鶴
見
ま
ん
ぢ
ゆ
う
を
ゑ
は
し
か
こ
に
い
れ
て
た
づ
さ

へ
、
か
の
め
こ
せ
ん
べ
い
う
ち
く

ひ

つ
ゝ
、
め
て

た
ノ
ヽ

の

（２７

ウ
）
若
松
さ
ま
よ
と
、
竹
の
つ
え
も
て
ひ
や
う
し
ど
り
、
梅
木
わ
ち

う
さ
ん
の
見
せ
さ
き
そ
ゝ
り
ゆ
く
も
、
い
と
を
か
し
。
か
の
か
つ
ら

一
二
〇

か
い
て
、
か
し
ら
に
か
ぶ
り
、
し
ば
ら
く
の
つ
ら
ね
さ
へ
づ
り
ゆ
く

も
、
家
の
翁
や
馬
鹿
も
の
と
、
ひ
た
ひ
に
筋
く
ま
は
み
い
だ
し
、

の
ゝ
じ
る
べ
し
と
せ
う
し
也
。
施
茶
あ
ん
と
い
ふ
は
、
茶
ミ
せ
な
れ

ど
、
茶
を
や
ほ
と
こ
す
ら
ん
。
お
も
し
ろ
き
門
た
て
ゝ
、
聯
額
な
ど

か
け
て
ミ
や
ひ
た
り
。
茶
漬
も
名
物
と
て
、
い
か
め
し
き
家
と
も
多

し
。
の
り
は
る
見
せ
も
つ
ゞ
き
た
り
。
や
は
た
む
ら
、
不
入
斗
村
、

す
ゝ
の
も
り
、
こ
の
あ
た
り
よ
り
む
け
に
海
ち
か
く
、
波
も
こ
ゝ
も

と
へ
う
ち
よ
す
る
に
、
ヒ
ヾ
と
い
ふ
も
の
、
つ
み
あ
る
。
こ
は
、
冬

の
ほ
ど
、
の
り
を
と
る
道
具
也
。
す
ゝ
の
も
リ

ハ
八
幡
官
ま
し
ま
せ

ど
、
た
れ
も
ノ
ヽ
、
御
仕
置
場
と
の
ミ
お
も
ふ
め
り
。
め
し
い
の
按

摩
と
り
、
人
を
こ
ろ
し
、
き
か
ね
う
は
ひ
し
か
ハ
、
獄
門
に
か
け
ら

れ
し
よ
し
の
札
な
と
立
あ
り
。
く
び

ハ
な
し

（２８
オ
）
ｏ
常
念

仏
の

か
り
や
あ
り
。
は
ま
川
と
い
ふ
を
ゆ
く
に
、
あ
な
ご
の
か
は
や
き
う

る
家
、
つ
ゝ
き
た
り
。
さ
み
づ
茶
屋
、
海
晏
寺
も
、
み
ち
の
を
り
な

ら
ね

ハ
よ
そ
に
見
て
、
し
な
川
へ
来
る
。
御
殿
山
、
八
ツ
山
な
と
う

し
ろ
に
あ
り
。
こ
の
宿
の
入
口
に
て
、
酒
の
み
、
い
ひ
た
う
べ
な
と

す
。
刀
、
脇
差
の
つ
か
ふ
く
ろ
は
づ
し
、
ふ
ぢ
く
ら
さ
う
り
に
は
き

か
へ
て
行
。
江
戸
の
入
口
な
れ
は
、
人
の
ゆ
き
か
ひ
し
け
き
事
、
ま

つ
り
、
開
帳
な
る
あ
る
か
と
お
も
ふ
は
か
り
也
。
車
の
か
け
こ
ゑ
、

か
こ
の
か
け
声
、
物
う
る
声
も
た
え
す
。
や
す
め
ノ
ヽ
と
い
ふ
こ
ゑ



も
か
し
ま
し
く
、
人
足
の
な
か
も
ち
再
、
女
大
夫
の
今
や
う
ぶ
し
、

い
は
ん
す
べ
も
な
く
さ
わ
が
し
。
品
川
は
な
れ
、
高
縄
は
片
か
は
町

に
て
、
海
辺
に

ハ
、
よ
し
ず
に
て
や
ね
ふ
き
た
る
水
茶
屋
、
数
百
軒

の
き
を
な
ら
べ
た
り
。
つ
く
だ
じ
ま
、
石
川
し
ま
よ
り
江
戸
の
町
ｔ

さ
し
い
で
ゝ
、
う
し
ろ
は
神
な
川
の
あ
た
り
ま
て
見
え
、
南
は
は
て

な
き
海
に
て

（２８
ウ
）
、
げ
に
あ
つ
ま
の
都
の
入
口
な
ん

め

り
と
お

ぼ
ゆ
。
東
海
寺

ハ
品
川
の
う
ち
也
。
大
仏
、
泉
岳
寺
の
ま

へ
を

過

て
、
大
木
戸
也
。
そ
れ
よ
り
牛
町

一
丁
、
日
町
九
丁
、
本
芝
四
丁
、

か
な
杉
町
四
丁
、
此
間
に
芝
は
し
、
金
杉
は
し
あ
り
。
は
ま
松
丁
四

（
明
？
）

丁
、
神
町
町
、
う
た
川
町
、
芝
井
町
二
丁
、
露
月
町
、
源
助
町
、
芝

口
町
三
丁
、
こ
ゝ
に
新
橋
と
い
ふ
あ
り
。
こ
れ
よ
り
山
本
某
は
南

へ

入
て
、
と
の
ゝ
御
く
ら
や
し
き

へ
ゆ
か
る
。
さ
て
い
づ
も
丁
、
竹
川

町
、
を

ハ
リ
丁
、
大
丁
銀
座
の
町
四
丁
、
さ
て
京
橋
也
。
南
伝
馬
町

三
丁
、
中
は
し
、
通
丁
四
丁
、
さ
て
な
ん
日
本
橋
を
わ
た
る
。
長
さ

二
十
八
間
あ
り
と
な
ん
。
大
木
戸
よ
り
こ
れ
ま
て
、
川
を
の
ぞ
き
て

四
十
七
丁
、
品
川
よ
り
二
里
あ
り
と
そ
。

む
そ
ち
あ
ま
り
む
つ
の
く
に
人
き
つ
と
ひ
て
よ
に
ひ
に
わ
た
る
ひ

の
も
と
の
は
し

日
ハ
と
を
か
国

ハ
七
く
に
も
ゝ
た
ら
す
や
そ
に
あ
ま
れ
る
里
を
こ

ぇ
こ
し

（２９
オ
）

う
れ
し
さ

ハ
そ
て
に
も
あ
ま
る
旅
衣
は
る
け
き
み
ち
を
も
な
く
き

ぬ
れ

ハ

さ
て
室
町
三
丁
、
十
軒
店
二
丁
、
の
り
物
丁
、
か
ち
町
、
な
へ
丁
二

丁
、
新
石
丁
、
す
た
丁
二
丁
、
さ
て
す
ち
か
ひ
御
門
也
。
こ
の
間
に

今
川
ば
し
あ
り
。
日
本
は
し
よ
り
こ
ゝ
ま
て
、
十
三
丁
も
あ
る

へ

し
。
山
口
と
い
ふ
に
て
、
そ
ば
く
ひ
、
や
す
む
。
ま
こ
と
や
日
本
ば

し
あ
た
り
に
て
、
あ
め
ふ
り
つ
。
の
ち
よ
く
は
れ
つ
。
か
く
て
柳
原

の
ど
て
を
つ
た
ひ
、
五
丁
ば
か
り
南
へ
ゆ
き
、
和
泉
ど
の
ば
し
を
北

へ
こ
ゆ
。
こ
の
川
は
、
両
国
、
柳
ば
し
へ
つ
ゞ
き
た
り
。
さ
て
北
へ

八
九
丁
も
ゆ
く
。
こ
の
処
、
お
か
ち
町
也
。
加
藤
遠
江
守
の
君
の
や

か
た
の
う
ら
を
、
南

へ
す
こ
し
入
る
。
こ
ゝ
に
御
先
手
の
く
み
や
し

き
あ
り
。
惣
門
を
入
、　
一
ッ
の
は
そ
き
は
り
を
こ
え
、
ま
た
北
へ
入

る
。
さ
て
な
ん
、
柳
亭
の
翁
の
い
へ
な
り
け
り
。
師
も
家

に
あ
り

て
、
た
か
ひ

（２９
ウ
）
に
よ
ろ
こ
ひ
あ
ひ
、
う
れ
し
さ
か
ぎ
り
な

し

（３０
ォ
）
。

一
一
三

付
記
　
御
蔵
書
の
翻
刻
紹
介
を
お
勧
め
下
さ

っ
た
鈴
木
重
三
氏
の
御
芳
情
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

笠
亭
仙
果
の
江
戸
紀
行


